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台 北 グローバルな視点で、ローカルを歩く
特集記事  
第二の故郷 外国人移住者が台北を愛する理由
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台 北

PICK UP POINTS 本誌は以下の場所で無料で配布してます。

瓶蓋工廠台北製造所 /  
瓶蓋工場台北製造所

☎ (02)2785-9900
〒 台北市南港路 2 段 13 号

POPOP TAIPEI

台北市政府觀光傳播局 /  
台北市観光伝播局

☎ 1999 内線 7564 
〒 台北市市府路 1 号 4 階

Department of Information and  
Tourism, Taipei City Government

台北記憶倉庫 / 台北記憶倉庫

☎ (02)2341-4597 
〒 台北市忠孝西路 1 段 265 号

Taipei Info Hub

台北市孔廟 / 台北市孔子廟

☎ (02)2592-3924 
〒 台北市大龍街 275 号

Taipei Confucius Temple

台北市立圖書館 / 台北市立図書館
Taipei Public Library (Main & branches)

伊是咖啡 / IS コーヒー
Is Coffee 

金石堂書店 / 金石堂書店
Kingstone Bookstore

誠品書店 / 誠品書店
eslite Bookstore

MRT 各駅
All Stations of MRT Lines 

台北市旅遊服務中心 /  
台北市観光案内所
Visitor Information Centers in Taipei

〒 台北市仁愛路 3 段 122 号 

亞典圖書公司 / 亜典書店 

☎ (02)2784-5166 
Art Land Book Co. Ltd.

台北松山機場 / 台北松山空港

☎ (02)8770-3430
〒 台北市敦化北路 340-9 号

Taipei Songshan Airport

國語日報語文中心 / 
国語日報語学センター

☎ (02)2341-8821 
〒 台北市福州街 2 号 

Mandarin Daily News  
(Language Center) 

☎ (02)2378-6666 内線 6580
〒 台北市敦化南路 2 段 203 号 

遠企購物中心 / 
遠企ショッピングセンター
Taipei Metro the Mall

美國在台協會 / アメリカ在台湾協会
American Institute in Taiwan
☎ (02)2162-2000
〒 台北市金湖路 100 号 

台北美國學校 / 台北アメリカンスクール

☎ (02)2873-9900 
〒 台北市中山北路 6 段 800 号 

Taipei American School 士林官邸 / 士林官邸

☎ (02)2883-6340
〒 台北市福林路 60 号

Chiang Kai-Shek  
Shilin Residence 

國立國父紀念館 / 国立国父紀念館

☎ (02)2758-8008
〒 台北市仁愛路 4 段 505 号

National Dr. Sun Yat-sen 
Memorial Hall

台北市政府市民服務組 /  
台北市役所市民サービスカウンター 

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 1000 
〒 台北市市府路 1 号 

The public service group of  
Taipei City Government

光點台北 / 光点台北

☎ (02)2778-2991 
〒 台北市中山北路 2 段 18 号 

SPOT-Taipei Film House

台北二二八紀念館 / 台北二二八紀念館

☎ (02)2389-7228
〒 台北市凱達格蘭大道 3 号 

Taipei 228 Memorial Museum

交通部觀光局旅遊服務中心 /  
交通部観光局トラベルサービスセンター

☎ (02)2717-3737 
〒 台北市敦化北路 240 号 

Travel Service Center, Tourism Bureau, 
M.O.T.C

〒 台北市北平東路 7 号

台北國際藝術村 / 台北国際芸術村

☎ (02)3393-7377 
Taipei Artist Village

市長官邸藝文沙龍 / 
市長官邸アートサロン

☎ (02)2396-9398 
〒 台北市徐州路 46 号

Mayor’s Residence Arts Salon

台北當代藝術館 / 台北当代芸術館 

☎ (02)2552-3720
〒 台北市長安西路 39 号

Museum of Contemporary Art 
(MOCA), Taipei

國立中正紀念堂 / 国立中正紀念堂

☎ (02)2343-1100 
〒 台北市中山南路 21 号 

National Chiang Kai-shek  
Memorial Hall 

台湾桃園国際空港第二ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-3341 
〒 桃園市大園区航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 2

台湾桃園国際空港第一ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-2194 
〒 桃園市大園区航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 1

* 新型コロナウイルスの防疫規範により、
営業状況は変更となる可能性がありま
す。詳細は政府の発表か各場所の案内を
参照してください。

COVID-19 ALERT

松山文創園區 /  
松山文化クリエイティブパーク

☎ (02)2765-1388  

華山 1914 文化創意產業園區 /
華山 1914 文化クリエイティブパーク

☎ (02)2382-2566 
〒 台北市襄陽路 2 号

國立台灣博物館 / 国立台湾博物館
National Taiwan Museum 

☎ (02)2358-1914 
〒 台北市八德路 1 段 1 号

Huashan 1914 Creative Park 

〒 台北市光復南路 133 号

Songshan Cultural and  
Creative Park 



世界では未だに新型コロナウィルスが流行中です。そん
な中、台北では多くの外国人が生活をしています。今季の
《TAIPEI》では「グローバルな視点で、ローカルを歩く」
をテーマに、台北が多くの外国人を魅了する理由や移住者
の実際の生活などを紹介していきます。

最初のカバーストーリーでは、国籍や滞在年数の異なる
6 人の外国人移住者にインタビューを行い、台北の魅力や
実際の暮らし、おすすめのスポットをピックアップ。

また、台北は外国人が集中するエリアがいくつか存在し
ます。その理由やエリアの特徴についてもまとめました。

他にも台北には夏らしい伝統的な節句があります。
《TAIPEI》ではこうした文化や現地の人たちの生活など、
あまり知られていない台北の姿をお伝えしていきます。

さらに定番と言えば飲食ですが、現在はローカルの食材
を使って外国の風味を作り出す変わった料理が増えていま
す。加えてスローフードという文化やチョコレートブラン
ドなど独特な風味の世界について紹介していきます。

台北は様々な経歴を持つ外国人が多いですが、世界各国
のホテルで働き、現在は台北の 5 つ星レストランの経営に
携わる人もいます。今回その方にインタビューをしてビジ
ネスの考え方を伺いました。

様々な面で世界的に注目を集めている台北ですが、今季
の《TAIPEI》を読むとその理由も納得がいくはずです。様々
な記事を通して台北の新たな一面を見つけてみましょう。

グローバルな
視点で見る 
台北の魅力

編 集 者 の 言 葉

EDITOR’S 
INTRODUCTION

1. 新型コロナウイルスが流行している内は、外出時に必ずマスクを着用し、政府
の発表する防疫規定を遵守してください。各観光スポットや店舗へは流行が終息
してから行くことをオススメします。
2. 本号に掲載されている写真は資料用のものが多く含まれていますので、マスク
を着用していない写真も使用されています。

新型コロナウイルスに関するお知らせ

アンケートに答えて 
抽選キャンペーンに参加しよう！
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文：Rick Charette　編集：下山敬之 　写真：Yenyi Lin、Samil Kuo、
Taiwan Scene、斎藤睦、 ICRT、Craig Ferguson, Yenping

外国人移住者が 
台北を愛する理由

第二の故郷

国際色豊かで様々な文化が共存する台北は、世
界各国から移住してきた人たちが何千人も生活を
しています。その理由は、外国人が不自由なく暮
らせる世界的にも珍しい都市だからです。最初は
軽い気持ちで訪れた人も、永住とまではいかなく
とも長期間滞在を決心し、多くの外国人が「故郷」
と考えます。今季の《TAIPEI》では、出身国や在
住年数の異なる 6 名の台北在住外国人にインタビ
ューを行い、台北での暮らしや仕事、台北を故郷
と考える理由について語っていただきました。

01

02
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Tom Rook
イ ギ リ ス

ト ム ・ ロ ッ ク さ ん

イ
ギ
リ
ス
南
西
部
の
エ
ク

ス
マ
ウ
ス
出
身
の
ト
ム
・
ロ

ッ
ク
さ
ん
は
、
台
北
に
移
住

し
て
10
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

ト
ム
さ
ん
は
夏
休
み
中
の
イ

ン
ド
旅
行
で
出
会
っ
た
知
人

か
ら
台
湾
の
こ
と
を
聞
き
、

移
住
を
考
え
ま
し
た
。
「
大

学
最
後
の
年
は
、
台
北
へ
の

移
住
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
ず
っ

と
考
え
続
け
て
い
ま
し
た
。

私
は Reach to Teach

と
い

う
代
理
店
経
由
で
仕
事
を
見

つ
け
て
か
ら
移
住
し
、
そ
れ

以
来
イ
ギ
リ
ス
に
は
戻
っ
て

い
ま
せ
ん
」
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
ト
ム
さ
ん
は
、

大
型
3D
マ
ッ
プ
と
都
心
の
上

空
イ
ラ
ス
ト
の
制
作
を
得
意

と
し
て
い
ま
す
。
「
こ
こ
数

年
間
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
と
し

て
描
く
場
所
は
台
湾
の
国
内

各
地
が
多
く
、 

現
在
と
過
去

の
写
真
か
ら
か
つ
て
の
街
の

様
子
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

ト
ム
さ
ん
の
作
品
は
、
台
北

を
含
む
台
湾
各
地
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
北
に
移
住
し
て
10
年
以

上
経
つ
ト
ム
さ
ん
は
、
そ
の

多
く
の
時
間
を
台
北
探
索
に

費
や
し
、
様
々
な
視
点
か
ら

観
察
を
行
い
ま
し
た
。
「
萬

華
駅
と
台
北
橋
の
北
に
位
置

す
る
大
同
エ
リ
ア
周
辺
を
よ

く
散
歩
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

エ
リ
ア
に
は
、
富
裕
化
現
象

に
よ
っ
て
消
え
て
い
っ
た
清

朝
時
代
の
貴
重
な
建
物
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
」
。
ト

ム
さ
ん
は
歴
史
的
建
造
物
へ

の
情
熱
を
見
せ
な
が
ら
、
過

去
の
台
北
の
様
子
が
分
か
る

建
築
例
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。
市
内
に
あ
る
旧
市
街

は
、
過
去
の
台
北
の
姿
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
過

去
と
現
在
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
が
強
く
残
る
市
内
有
数
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
こ
の
他
に

も
観
光
地
と
し
て
人
気
の
高

い
大
稲
埕
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
隠
れ
た
お
し
ゃ
れ

ス
ポ
ッ
ト
の
大
安
区
青
田
街
、

信
義
区
四
四
南
村
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

03

01. 住みやすい生活環境が整っている台北は、移住したい都市として外国人から注目を集めています。

02. レトロな雰囲気の漂う万華区の剥皮寮は、イラストレーターであるトムさんのインスピレーションを刺激する
場所です。( 写真 /Yenyi Lin)

03. 四四南村は数少ない完璧な状態で保存された眷村です。60 年代のレトロな台北の雰囲気が味わえます。
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Joe Henley
カ ナダ

ジ ョ ー ・ ヘ ン リ ー さ ん

カ
ナ
ダ
の
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ

ン
出
身
の
ジ
ョ
ー
・
ヘ
ン
リ

ー
さ
ん
は
15
年
以
上
に
渡
り

台
北
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

お
仕
事
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

作
家
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

幅
広
く
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

04

05

04. ジョーさんが所属するメタルバンド「Dharma」は、よく台北の音楽
イベントに参加しています。（写真 /Samil Kuo）

05. 西門町の周辺は至るところにペイントが施された、台北のストリート
文化が体験できるスポットです。

と
し
て
タ
イ
ペ
イ
・
タ
イ
ム

を
始
め
と
す
る
様
々
な
雑
誌

に
寄
稿
し
な
が
ら
、
音
楽
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ

は
台
湾
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
開
催
す
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
私
はDharm

a

（
ダ
ー

マ

：

達
磨
楽
隊
）
と
い
う
仏

教
徒
で
結
成
し
た
デ
ス
メ
タ

ル
バ
ン
ド
の
リ
ー
ド
シ
ン
ガ

ー
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
バ
ン
ド
は
仏
教
徒
が
メ
タ

ル
を
弾
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
最
近
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
主
に

台
湾
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
演

奏
を
し
て
い
ま
す
」
。
同
バ

ン
ド
は
4
月
に
開
催
さ
れ
た

台
北
素
食
生
活
節
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
で
も
演
奏
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
「
海
外
ツ
ア
ー

を
開
催
し
た
い
の
で
す
が
、

現
状
を
考
え
る
と
今
す
ぐ
は

無
理
で
す
ね
」
と
ジ
ョ
ー
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

そ
の
人
生
の
大
半
を
過
ご

し
て
き
た
た
め
に
、
台
北
に

強
い
愛
着
を
感
じ
て
い
る
そ

う
で
す
。
「
安
全
で
驚
く
ほ

ど
便
利
な
の
で
、
素
晴
ら
し

い
街
で
す
。
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

で
も
買
い
物
が
で
き
ま
す
し
、

近
く
の
山
ま
で
30
分
も
か
か

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
ハ
イ

キ
ン
グ
や
お
茶
も
楽
し
め
ま

す
」
。

ジ
ョ
ー
さ
ん
の
お
気
に
入

り
ス
ポ
ッ
ト
は
西
門
町
で
、

Jack’s Studio

は
バ
ン
ド
の

練
習
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

「
西
門
は
常
に
成
長
し
続
け

る
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

こ
こ
に
は
佳
佳
唱
片
の
よ
う

な
レ
コ
ー
ド
店
が
多
数
立
ち

並
び
、
ダ
ン
ス
や
ラ
ッ
プ
な

ど
の
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
技
に
磨
き
を
か
け
て

い
ま
す
。 

か
っ
こ
よ
く
て
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、 

と
て
も
活

き
活
き
し
て
い
ま
す
」
。
台

北
市
映
画
主
題
公
園
で
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す

る
人
た
ち
の
他
に
、
見
事
な

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
も
楽

し
め
ま
す
。
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Mutsumi Saito 
日 本

斎 藤 睦 さ ん

群
馬
県
出
身
の
斎
藤
睦
さ

ん
は
台
北
に
住
ん
で
2
年
が

経
ち
ま
す
。
東
呉
大
学
に
3

ヶ
月
留
学
し
た
後
、
仙
台
で

台
湾
人
を
対
象
と
し
た
日
本

旅
行
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
事
に
就
き
、
そ
こ
か
ら
事

業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に

台
北
へ
移
住
し
ま
し
た
。
「
現

在
は
小
さ
な
会
社
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
業
務

は
、
台
湾
人
向
け
の
日
本
旅

行
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
、
日

本
人
旅
行
者
に
特
化
し
た
台

湾
旅
行
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
2
つ
で
す
」
。

移
住
か
ら
2
年
を
経
て
台

北
の
生
活
に
は
馴
染
み
ま
し

た
が
、
全
て
が
順
風
満
帆
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
「
来
た
ば
か
り
の

頃
は
、
そ
れ
ほ
ど
中
国
語
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ナ

ン
ト
契
約
を
結
ぶ
時
に
、
書

類
の
内
容
が
分
か
ら
ず
怖
か

っ
た
こ
と
を
未
だ
に
覚
え
て

い
ま
す
」
。
ま
た
、
台
湾
人

と
日
本
人
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
の

ス
タ
イ
ル
も
違
う
た
め
、
次

か
ら
次
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
ま
し
た
。
「
日
本
人
は
全

て
事
前
に
準
備
を
し
て
、
計

06

07

06. 日本から台北に移住して働いている斎藤さ
んは、日本とは異なるビジネスルチャーに慣れ
る必要があったと言います。（写真 / 斎藤睦）

07. 山や森といった自然へのアクセスのしやす
さが外国人を引きつける理由の一つです。

画
通
り
行
う
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
台
湾
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
大
半
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
後
に
変
更
を
重
ね
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
慣

れ
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」
。

ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
の
斎
藤

さ
ん
は
台
北
で
の
暮
ら
し
が

気
に
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
台
北
ア
リ
ー
ナ
周
辺
や
大

直
に
あ
る
自
宅
の
周
り
か
ら

近
く
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
を
よ
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
ま

す
」
。
台
北
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
す
る
人
の
多
く
は
、
コ
ー

ス
を
市
内
の
道
路
に
限
定
せ

ず
、
川
沿
い
ま
で
足
を
延
ば

し
て
景
色
を
楽
し
み
ま
す
。

「
前
に
温
泉
に
行
っ
て
か
ら

陽
明
山
も
お
気
に
入
り
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
北
投
は

私
を
は
じ
め
、
多
く
の
温
泉

愛
好
家
た
ち
に
人
気
の
場
所

で
す
」
。
陽
明
山
国
家
公
園

の
山
麓
に
あ
る
北
投
は
公
衆

浴
場
と
ホ
テ
ル
の
貸
切
浴
場

が
多
々
あ
り
ま
す
。
斎
藤
さ

ん
が
北
投
へ
行
く
際
は
、
陽

明
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
も
欠
か

せ
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
な
の
だ

そ
う
で
す
。
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Prashantha Lachann
南 ア フ リ カ

プ ラ シ ャ ン タ ・ ラ チ ャ ナ さ ん

08

09

08. 六張犁にある福州山公園は台北の町並みが一望でき
るので、現地に住む外国人にとっての心のオアシスにな
っています。（写真 /Yenping）

09. プラシャンタさんは、台北でオーガニック素材を使
った健康的でおいしいヴィーガン料理を長期間に渡って
広めてきました。（写真 /Craig Ferguson）

ロ
ー
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
の
シ
ェ

フ
と
し
て
働
く
プ
ラ
シ
ャ
ン

タ
・
ラ
チ
ャ
ナ
さ
ん
は
、
「
シ

ェ
フ
・
プ
リ
ッ
シ
ュ
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
南
ア
フ
リ

カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
出
身

の
彼
女
は
、
2
0
0
6
年
に

台
北
へ
移
住
し
ま
し
た
。
も

と
も
と
は
、
台
湾
で
英
語
を

教
え
る
た
め
に
1
年
間
だ
け

滞
在
す
る
予
定
で
し
た
が
、

す
で
に
14
年
が
経
過
。
プ
ラ

シ
ャ
ン
タ
さ
ん
は
そ
ん
な
台

北
で
の
生
活
の
中
で
、
料
理

人
に
な
る
と
い
う
夢
を
叶
え

ま
し
た
。

「
台
北
は
や
り
た
い
こ
と

が
何
で
も
で
き
る
場
所
で
す
。

台
湾
の
消
費
者
た
ち
は
非
常

に
オ
ー
プ
ン
で
、
好
奇
心
も

旺
盛
な
の
で
新
し
い
も
の
に

も
反
応
を
示
し
ま
す
し
、
好

意
的
に
受
け
取
っ
て
く
れ
ま

す
」
。
プ
ラ
シ
ャ
ン
タ
さ
ん

は
自
身
が
情
熱
を
持
っ
て
い

た
料
理
と
健
康
に
焦
点
を
当

て
て
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ダ
イ
エ
ッ
ト
は

肉
体
の
健
康
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
に
も
健
康
に
な
れ
る

の
で
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
で

す
。
彼
女
は
こ
う
し
て
台
北

で
シ
ェ
フ
兼
経
営
者
と
し
て

人
生
を
歩
き
始
め
ま
し
た
。

「
台
湾
の
市
場
は
新
し
い
も

の
に
敏
感
な
の
で
、
食
べ
物

や
飲
み
物
な
ど
様
々
な
選
択

肢
が
あ
り
ま
す
」
。

プ
ラ
シ
ャ
ン
タ
さ
ん
は
現

在
、
台
北
で
ケ
ー
タ
リ
ン
グ

業
務
の
お
店
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
講
師
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ス

イ
ー
ツ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
「Vegan Yum

z

」
の
運

営
者
と
し
て
知
名
度
を
高
め

て
い
ま
す
。
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
な
食
材
を
使
用
す
る
と
、

お
手
頃
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
れ
、

豪
華
な
料
理
で
あ
れ
身
体
が

癒
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
最

終
的
に
は
精
神
的
な
安
ら
ぎ

に
繋
が
り
ま
す
」
。

プ
ラ
シ
ャ
ン
タ
さ
ん
台
北

で
気
に
入
っ
て
い
る
ス
ポ
ッ

ト
の
一
つ
に
福
州
山
公
園
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
か
ら
徒
歩

圏
内
に
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

が
あ
り
、
人
込
み
を
避
け
て

台
北
1
0
1
や
街
の
景
色
を

楽
し
め
ま
す
。
他
に
も
内
湖

に
あ
る
白
石
画
廊
の
館
内
は
、

今
ま
で
見
た
中
で
最
も
美
し

い
ス
ポ
ッ
ト
だ
そ
う
で
す
。
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10

11

11. トルトマーシさんが DJ を務
めるラジオ番組のリスナーは、大
半が台湾在住の外国人です。（写
真 /ICRT）

10. 古亭の近くにある公館のリバ
ーサイドは、トルトマーシさんの
ようなサイクリストを魅了するス
ポットです。

Trevor 
Tortomasi
アメ リ カ

ト レバ ー ・ ト ル ト マ ー シ さ ん

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
出
身
の

ト
ル
ト
マ
ー
シ
さ
ん
は
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ラ
ジ
オ
台
北
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
の
両

親
が
台
北
で
結
婚
し
、
母
親

が
台
北
で
講
師
の
仕
事
を
始

め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
移

住
し
ま
し
た
。
ト
ル
ト
マ
ー

シ
さ
ん
は
、
子
供
の
頃
に
母

親
が
教
え
て
く
れ
た
い
く
つ

か
の
中
国
語
を
覚
え
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
興
味
を
持

っ
て
高
校
時
代
か
ら
中
国
語

を
学
び
、
国
立
台
湾
大
学
に

留
学
。
10
年
間
台
北
に
住
ん

で
い
る
た
め
、
台
北
は
故
郷

な
の
だ
と
話
し
ま
す
。

現
在
は
ラ
ジ
オ
局
で
、
自

分
の
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
「
私
は
ニ
ュ
ー
ス
記

事
を
編
集
し
、
そ
の
一
部
を

生
放
送
で
読
み
上
げ
ま
す
。

た
だ
、
私
の
仕
事
の
大
半
は

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の
運
営
で

す
」
。
編
集
作
業
や
台
湾
各

地
で
放
送
さ
れ
る
音
声
コ
ン

テ
ン
ツ
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
の
品
質
の
統
合
が
主

業
務
で
、
リ
ス
ナ
ー
へ
楽
し

み
を
届
け
る
仕
事
に
誇
り
を

感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ス
タ
ジ
オ
で
の
仕
事
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
に
台
北

の
川
沿
い
に
あ
る
公
園
も
大

好
き
だ
そ
う
で
す
。
「
以
前

は
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
か
ら
徒

歩
10
分
ほ
ど
の
所
に
あ
る
古

亭
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
当
時
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
か
し
て
自
転
車
や
一
輪
車

に
乗
っ
た
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
し
ま
し
た
。
他
に
も
友
達

と
遊
ん
で
過
ご
し
た
り
と
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド
を
通
っ

て
海
へ
向
か
う
時
や
、
そ
の

帰
り
に
こ
の
道
を
通
る
の
が

好
き
で
す
。
駆
け
抜
け
る
感

じ
が
、
と
て
も
気
持
ち
い
い

で
す
よ
」
。
古
亭
は
都
会
と

自
然
が
う
ま
く
共
存
し
て
い

る
場
所
で
、
大
都
会
の
生
活

と
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
し
た

い
衝
動
を
う
ま
く
満
た
し
て

く
れ
ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
外
出
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
ト
ル
ト
マ

ー
シ
さ
ん
に
と
っ
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
が
で
き
て
、
雄
大
な
自

然
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
、

台
北
を
愛
す
る
理
由
の
1
つ

で
す
。
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Priya Lee Lalwani
イ ン ド

李 眉 君 さ ん

李
眉
君
さ
ん
の
経
歴
を
聞

か
ず
に
彼
女
の
中
国
語
を
聞

く
と
、
台
湾
人
だ
と
誤
解
し

て
し
ま
い
ま
す
。
李
さ
ん
は

イ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
ド
イ
ツ

と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
育
ち
ま

し
た
。
そ
の
後
、
1
9
8
7

年
に
父
親
が
台
北
の
大
同
大

学
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な

り
台
湾
へ
移
住
。 

台
湾
の
大

学
を
卒
業
し
て
、
多
く
の
思

い
出
を
作
り
ま
し
た
。
「
私

は
非
常
に
長
く
台
北
に
住
ん

で
い
ま
す
。
な
の
で
、
長
年

に
渡
る
こ
の
街
の
変
化
を
実

際
に
見
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
以
前
は
M
R
T
（
地
下

鉄
）
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
バ
ス
で
は
紙
の
乗
車
券

が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
」
。

現
在
、
李
さ
ん
は
翻
訳
と

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ビ
ジ
ネ

ス
に
従
事
し
て
い
ま
す
。 

彼

女
は
、
台
北
市
長
の
通
訳
や

印
度
文
化
節
の
MC
な
ど
、
台

北
で
様
々
な
素
晴
ら
し
い
仕

事
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

「
台
湾
と
イ
ン
ド
に
は
共
通

点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
は
台
湾
で
積

極
的
に
イ
ン
ド
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
ま
し

た
」
。

人
生
の
半
分
以
上
を
台
湾

12

13
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新型コロナウイルス特別警戒期間中は特に感染
予防に注意をしてください。
不要不急の外出は控え、外出する際は必ずマス
クを着用し、各地の規則に従ってください。

TAIPEI からのお知らせ :

14

で
過
ご
し
て
き
た
李
さ
ん
に

と
っ
て
、
こ
の
街
は
故
郷
だ

と
い
い
ま
す
。
「
台
北
の
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
大
好
き
で
す
。

人
が
優
し
く
て
、
利
便
性
も

高
く
、
今
は
交
通
機
関
も
非

常
に
発
達
し
て
い
ま
す
。
何

で
も
揃
っ
て
い
る
の
で
、
外

国
人
が
住
む
に
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
場
所
で
す
」
。
李

さ
ん
を
始
め
、
多
く
の
外
国

人
居
住
者
は
、
公
共
交
通
機

関
や
豊
富
な
コ
ン
ビ
ニ
、
入

国
時
に
英
語
が
通
じ
る
な
ど
、

台
北
の
利
便
性
を
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。

李
さ
ん
に
は
台
北
で
生
ま

れ
た
2
人
の
お
子
さ
ん
が
い

ま
す
。
「
小
学
5
年
生
の
時
、

娘
が
中
山
と
そ
の
周
辺
地
域

の
観
光
・
旅
行
の
し
お
り
を

制
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私

た
ち
が
一
緒
に
探
索
し
た
台

北
市
立
美
術
館
に
つ
い
て
も

紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
親
子

で
台
北
故
事
館
や
台
北
市
孔

子
廟
を
観
光
し
た
こ
と
は
と

て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
」
。

台
北
は
家
族
で
暮
ら
す
に

も
最
適
な
場
所
で
す
。
安
全

で
あ
り
、
清
潔
で
、
子
供
た

ち
が
学
ん
だ
り
探
検
が
で
き

る
博
物
館
や
名
所
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

12.-13. 80 年代に台北大同大学に通っていた李
さんは、たまに母校へ戻っては付近を散歩して
います。( 写真 /Yenyi Lin)

14. 親子で一緒に見学ができる台北市立美術館
は、李さんにとってもお子さんとの大切な思い
出のある場所です。
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写真 / Kris Kang
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台北には落ち着いた雰囲気と快適な空間を提供するカフェや茶館がたくさんあり、多くの観光客や外国人をリラックスさせます。
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01

文：Rick Charette　編集：下山敬之 　写真：Yenyi Lin、Taiwan Scene、劉佳雯

台北の住居について知ろう
外国人に人気の 3 つのエリア

時代の変遷と街並みの変化はどのような関わりがあるのでしょうか。40 年前、台北は「アジアの
みにくいアヒルの子」と呼ばれ蔑まれてきました。そこから、国民の健康の保証や地元に対する誇り
を持てるよう意識改革を行い、一致団結して努力をしてきた結果、「世界で最も住みやすい都市指数」 
にランクインするまでに成長を果たしました。この指標はエコノミスト・インテリジェンス・ユニッ
ト（EIU）が毎年発表しているもので、ここに選ばれることこそ台北の試みが成功した証と言えるで
しょう。

中には母なる地球の片隅にある台北という街に、馴染みがない方もいるかもしれません。そういっ
た方のために簡単に紹介をすると、台北には、安全上の理由から海外からの駐在員が密集するような
地域はありません。台北は外国人にやさしい都市なので、至る所に外国人が住んでいますし、世界的
にも安全な大都市の一つとなっています。そのため、男性でも女性でも、安心して深夜の散歩ができ
ます。

ただ、住宅を選ぶ際には人気の偏りがあります。外国人が特に魅力的であると感じるエリアがいく
つか存在し、そこに集中している傾向があります。ここでは、文化的特徴と利便性という２つの観点
からそれらのエリアが人気な理由を紹介していきます。
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01. 大直橋は台北の中心に直結しているの
で、大直に住む人たちはすぐに市内へアク
セスできます。( 写真 /Yenyi Lin)

02. 大直は静かな環境が整った住宅街です。

大
直
エ
リ
ア
は
基
隆
河
の

北
側
に
位
置
し
、
台
北
松
山

空
港
と
大
佳
河
濱
公
園
の
真

向
か
い
側
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
エ
リ
ア
に
は
軍
事
施
設
が

多
数
存
在
す
る
た
め
、
長
期

間
に
渡
り
住
宅
開
発
が
制
限

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

無
闇
な
開
発
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
、
郊
外
エ
リ
ア

に
は
過
去
20
年
の
間
に
洗
練

さ
れ
た
住
宅
用
高
層
ビ
ル
、

大
規
模
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
、
高
級
ホ
テ
ル
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
M
R
T
文
湖

線
の
地
上
走
行
区
間
を
抜
け

た
あ
と
、
台
北
松
山
空
港
か

ら
地
下
道
を
経
由
し
て
大
直

の
中
心
部
へ
と
向
か
い
ま
す
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
関
連
の
お
店

中 山 区 Zhongshan District

大 直 と M R T 中 山 駅
林 森 北 路 エ リ ア

が
多
い
こ
と
も
、
外
国
人
居

住
者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
理

由
の
1
つ
で
す
。
大
直
は
信

義
区
以
外
の
エ
リ
ア
と
比
べ

て
、
歩
道
の
面
積
が
広
く
な

っ
て
い
ま
す
。
新
興
エ
リ
ア

で
は
、
各
道
路
に
広
い
歩
道

が
あ
り
、
建
物
は
道
路
か
ら

少
し
離
れ
た
位
置
に
建
て
ら

れ
て
い
る
の
で
、
快
適
さ
と

空
気
通
過
性
に
優
れ
て
い
ま

す
。
新
興
エ
リ
ア
で
最
も
人

気
の
あ
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
美
麗
華
百

楽
園
で
す
。
こ
こ
お
店
が
入

っ
た
デ
パ
ー
ト
で
、
買
い
物

や
娯
楽
が
楽
し
め
ま
す
。
た

だ
、
従
来
の
便
利
な
百
貨
店

と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
く
、

「
一
日
中
賑
や
か
に
過
ご
せ

る
ス
ポ
ッ
ト
」
と
し
て
建
造

さ
れ
た
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
要
素
を
含
む
複
合
施

設
で
す
。
さ
ら
に
、
お
隣
に

あ
る
内
湖
エ
リ
ア
ま
で
足
を

延
ば
す
と
、
コ
ス
ト
コ
や
カ

ル
フ
ー
ル
な
ど
の
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
あ
る
の

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
材
を

買
い
揃
え
る
こ
と
も
可
能
。

台
北
に
住
む
多
く
の
外
国
人

が
、
母
国
の
料
理
を
作
る
際

に
訪
れ
る
便
利
な
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
直
の
西
側
に
は
、
台
北

の
2
大
人
気
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
、
忠
烈
祠
と
圓
山
大

飯
店
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

長
期
滞
在
者
に
と
っ
て
は
ホ

テ
ル
の
裏
手
に
あ
る
遊
歩
道

の
ほ
う
が
魅
力
的
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
こ
を
登
る
と
山

の
上
か
ら
大
直
を
見
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
他

に
も
大
直
の
南
側
に
あ
る
基

隆
河
は
、
川
沿
い
の
公
園
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
あ

る
の
で
、
運
動
を
し
な
が
ら

快
適
な
週
末
が
過
ご
せ
ま
す
。
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新型コロナウイルス特別警戒期間中は特に感染
予防に注意をしてください。
不要不急の外出は控え、外出する際は必ずマス
クを着用し、各地の規則に従ってください。

TAIPEI からのお知らせ :

日
本
人
駐
在
員
の
場
合
は
、

そ
の
多
く
が
M
R
T
中
山
駅

周
辺
の
繁
華
街
や
そ
の
近
く

に
あ
る
林
森
北
路
エ
リ
ア
に

居
住
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
「
ジ
ャ
パ
ン
タ
ウ
ン
」

や
「
リ
ト
ル
東
京
」
と
も
呼

ば
れ
る
、
條
通
商
圏
が
あ
る

か
ら
。
南
京
東
路
の
南
北
に

位
置
す
る
、
中
山
北
路
と
林

森
北
路
の
小
道
や
路
地
に
囲

ま
れ
た
こ
の
エ
リ
ア
に
は
、

居
酒
屋
、
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
、

ラ
ー
メ
ン
店
、
そ
の
他
日
本

ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
建
物

が
並
ん
で
い
ま
す
。
日
本
統

治
時
代
の
間
は
、
日
本
人
駐

在
員
向
け
の
高
級
住
宅
地
で

し
た
が
、
戦
後
数
10
年
で
日

本
グ
ル
メ
と
娯
楽
が
あ
ふ
れ

る
日
本
人
向
け
の
エ
リ
ア
へ

と
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

現
在
、
M
R
T
中
山
駅
近

く
の
小
さ
な
路
地
や
小
道
に

は
、
モ
ダ
ン
な
カ
フ
ェ
、
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
「
鍛
冶

屋
街
」
と
し
て
知
ら
れ
た
赤

峰
街
は
、
現
代
の
ス
タ
イ
ル

04

05

と
融
合
。
こ
の
中
心
に
あ
る

心
中
山
線
形
公
園
で
は
、
周

囲
の
古
い
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

壁
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
ペ
イ
ン
ト
が
施
さ
れ
、

03. 心中山線形公園はのんびりとした心地
よい雰囲気をもたらしてくれます。

04. 中山駅の近くにある小さな通りには数
多くのカフェやセレクトショップが並ん
でいます。

05. 古い建物の多くを部分的にリノベーシ
ョンした赤峰街では、台北でも数少ない
新旧が入り交じった独特な風景を目にす
ることができます。

週
末
に
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
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天
母
は
市
内
の
北
部
に
位

置
し
、
陽
明
山
の
ふ
も
と
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
区
は
、

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
や
日

本
人
学
校
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン

ス
ク
ー
ル
が
あ
る
た
め
、
小

中
高
生
の
子
供
が
い
る
駐
在

員
に
人
気
。
台
北
で
最
も
外

国
人
居
住
者
の
人
口
密
度
が

高
い
エ
リ
ア
で
し
ょ
う
。
外

交
地
区
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の

場
所
に
は
、
各
国
の
大
使
館

や
駐
在
員
事
務
所
、
多
く
の

外
交
官
の
住
居
が
あ
り
、
他

の
場
所
よ
り
も
多
く
の
人
種

や
民
族
を
目
に
す
る
場
所
で

す
。1

9
5
0
年
代
半
ば
か
ら

1
9
7
9
年
ま
で
、天
母
は
ア

メ
リ
カ
軍
の
中
・
下
級
兵
士

と
そ
の
家
族
の
居
住
地
区
で

し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
国
際
開
発
庁（USAID

）

の
職
員
や
そ
の
他
の
外
国
人

の
市
民
向
け
住
宅
施
設
も
建

設
さ
れ
ま
し
た
。Google

の

衛
星
写
真
を
見
る
と
、
西
洋
風

の
道
路
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
見

え
て
き
ま
す
。
当
時
の
洋
館

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、

代
わ
り
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
も
日
本
人

学
校
も
、
旧
ア
メ
リ
カ
軍
の

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性

も
、
天
母
の
住
み
や
す
さ
の
理

由
の
一
つ
で
す
。
天
母
西
側
に

は
台
北
M
R
T
淡
水
信
義
線

が
走
っ
て
い
て
、
各
駅
や
市

内
中
心
部
へ
の
バ
ス
も
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ

レ
イ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、

陽
明
山
国
立
公
園
が
あ
る
の

で
、
自
然
愛
好
家
に
と
っ
て

は
最
高
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

06

士 林 区 Shilin District

天 母 エ リ ア
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中
山
北
路
七
段
の
北
端
す
ぐ

そ
ば
か
ら
始
ま
る
緑
豊
か
な

天
母
古
道
親
山
歩
道
は
、
野

生
の
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
が
多
数

生
息
し
て
い
て
、
容
易
に
自

然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
広
々
と
し
た
天
母
運
動

公
園
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
、
子
供
用
遊
び
場
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
イ
ン
ラ
イ

ン
ス
ケ
ー
ト
場
、
野
外
シ
ア

タ
ー
、
多
目
的
芝
生
広
場
な

ど
高
機
能
か
つ
し
っ
か
り
整

備
さ
れ
た
公
共
施
設
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
天
母
に
住

む
駐
在
員
が
ス
ポ
ー
ツ
や
屋

外
の
社
交
イ
ベ
ン
ト
を
簡
単

に
楽
し
め
る
よ
う
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ル
フ
ー
ル
、
そ

ご
う
、
新
光
三
越
、
大
葉
高

島
屋
な
ど
の
大
型
ス
ー
パ
ー

や
デ
パ
ー
ト
が
数
多
く
並
び
、

他
の
エ
リ
ア
よ
り
も
豊
富
な

輸
入
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る

の
も
人
気
の
理
由
で
す
。
飲

食
店
も
洋
食
、
日
本
料
理
、

各
国
の
料
理
を
幅
広
く
取
り

扱
っ
て
い
る
他
、
お
店
の
ス

タ
ッ
フ
も
英
語
を
話
せ
る
人

が
比
較
的
多
く
い
ま
す
。

天
母
は
、
台
北
で
社
交
的

に
生
活
し
た
い
新
規
居
住
者

に
と
っ
て
、
最
適
な
場
所
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
理

由
は
新
し
い
友
達
と
知
り
合

え
、
さ
ら
に
お
い
し
い
料
理

を
楽
し
め
る
2
大
定
番
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
す
。

１
つ
は
温
徳
徳
式
烘
焙
餐

館
、
も
う
1
つ
はDream

ers 
Coffee Roasters

と
い
う

お
店
。
温
徳
徳
式
烘
焙
餐
館

は
、
最
高
の
ド
イ
ツ
料
理
を

提
供
す
る
名
店
で
す
。
同
店

は
屋
外
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も
魅

力
的
で
、
非
常
に
人
気
が
あ

り
ま
す
。Dream

ers Coffee 
Roasters

で
は
、
最
高
品

質
の
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
や

コ
ー
ル
ド
ブ
リ
ュ
ー
コ
ー

ヒ
ー
、
人
気
の
コ
ー
ヒ
ー
カ

ク
テ
ル
を
提
供
。
ま
た
、
屋

外
に
も
快
適
な
ス
ペ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
し
た
ら
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ

さ
い
。

天
母
の
コ
ア
と
も
い
え
る

07. 大きなトラックのある天母運動公園は、スポーツ
をしたい地元の人たちにとって最高のスポットです。
( 写真 /Yenyi Lin)

06. 天母の旧道はかつて陽明山の湧き水を汲み上げて
いた道で、現在でも長大な水道管が遺されています。
( 写真 /Yenyi Lin)

07

イ
ベ
ン
ト
が
、
毎
週
金
曜
日

か
ら
日
曜
日
に
か
け
て
中
山

北
路
と
天
母
東
路
の
交
差
点

で
開
催
さ
れ
る
屋
外
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
天
母
生
活
市

集
」
で
す
。
約
2
0
0
店
の

露
天
が
並
び
、
手
作
り
の
創

作
グ
ッ
ズ
や
中
古
品
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
他
に
も
大
道
芸
人
や
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
な
ど
に
よ
る
楽
し
い
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
別
警

戒
期
間
の
た
め
一
時
的
に
中

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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国
立
台
湾
師
範
大
学
と
台

湾
大
学
の
近
く
に
位
置
す
る

康
青
龍
エ
リ
ア
は
、
ア
ー
テ

ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
そ
し
て
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が

漂
う
こ
と
で
有
名
。
こ
の
地

域
の
名
称
は
、
南
北
を
貫
く

永
康
街
、
青
田
街
、
龍
泉
街

と
い
う
3
つ
の
主
要
な
通
り

の
名
称
か
ら
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

日
本
統
治
時
代
、
こ
の
エ

リ
ア
は
日
本
政
府
の
役
人
や

上
級
公
務
員
、
学
者
な
ど
の

居
住
区
と
し
て
発
展
。
当
時

は
日
本
式
の
木
造
住
宅
群
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も

街
を
歩
く
と
、
そ
れ
ら
の
建

築
物
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
は
多
く
の
飲
食
店

や
そ
の
他
新
興
企
業
が
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
使
用

し
て
い
ま
す
。
青
田
街
付

近
に
あ
る
青
田
七
六
は
、

1
9
3
1
年
に
日
本
の
学
者

が
建
て
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
西
洋
の
ス
タ
イ

ル
を
取
り
入
れ
た
伝
統
的
な

日
本
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

上
記
以
外
に
も
、
エ
リ
ア

を
南
北
に
分
割
す
る
和
平
東

路
を
越
え
る
と
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
町
並

み
が
姿
を
表
し
ま
す
。
こ
の

静
け
さ
や
個
性
的
な
デ
ザ
イ

ナ
ー
ズ
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
国

内
外
各
料
理
の
飲
食
店
な
ど

が
あ
る
た
め
、
若
い
世
代
の

駐
在
員
に
人
気
で
す
。
台
湾

の
路
地
裏
文
化
は
地
元
で
は

国
宝
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の

で
、
台
北
の
精
神
を
理
解
す

る
に
は
、
こ
う
し
た
通
り
を

歩
い
て
見
る
の
が
一
番
で
す
。

ま
た
、
交
通
機
関
の
利
便

性
や
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
も
こ
の
地
域
の
魅
力
。 

北
端
に
は
M
R
T
の
淡
水
信

義
線
、
南
端
に
は
松
山
新
店

線
が
走
っ
て
い
ま
す
。
緑
あ

ふ
れ
る
広
大
な
大
安
森
林
公

大 安 区 Daan District

康 青 龍 エ リ ア
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園
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、

子
供
連
れ
で
も
十
分
に
楽
し

め
ま
す
。
他
に
も
台
湾
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
雄

大
な
木
々
や
日
本
統
治
時
代

の
建
築
物
な
ど
、
美
し
い
景

観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 
南

の
方
へ
足
を
延
ば
す
と
新
店

渓
と
呼
ば
れ
る
川
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
川
辺
に
あ
る
公
園

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

こ
の
20
年
の
間
、
永
康
街

と
周
辺
の
路
地
は
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
こ
の
通
り
に
は
、

個
人
経
営
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
お
店
が
多
数
存
在
し
ま

す
。
特
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
飲
食
店
が
多

く
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
が

多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
台
湾

屋
台
の
B
級
グ
ル
メ
や
、
日

本
、
韓
国
、
そ
の
他
各
国
の

料
理
店
、
そ
し
て
路
地
裏
に

は
隠
れ
た
カ
フ
ェ
や
茶
屋
ま

で
あ
る
の
で
、
ど
ん
な
人
で

も
楽
し
め
る
最
高
の
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。
永
康
を
象
徴
す
る

ブ
ラ
ン
ド
の
ひ
と
つ
に
、
世

界
的
に
有
名
な
レ
ス
ト
ラ
ン

「
鼎
泰
豊
」
の
本
店
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
世
界
各
地
の

ツ
ア
ー
で
必
ず
コ
ー
ス
に
含

ま
れ
る
ほ
ど
人
気
の
高
い
お

店
で
す
。

康
青
龍
エ
リ
ア
に
は
、
所

得
に
応
じ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

あ
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
の
長

い
ベ
テ
ラ
ン
が
多
く
住
ん
で

い
ま
す
が
、
中
等
教
育
機
関

が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
学

生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
鼎
泰
豊
の
よ
う

な
高
級
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
、
龍

泉
通
り
を
中
心
と
し
た
「
師

大
龍
泉
商
圏
」
に
は
、
特
に

学
生
グ
ル
ー
プ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
屋
台
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
エ
リ

ア
に
は
、
1
9
7
4
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
台
湾
最
古
の
ジ

ャ
ズ
ク
ラ
ブ
で
あ
るBlue 

Note Taipei

が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
で
す

が
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
お

店
が
あ
る
の
で
、
外
国
人
移

住
者
た
ち
か
ら
高
い
評
価
を

獲
得
し
て
い
ま
す
。

08. 青田街の周辺は大きな木々に囲まれた閑静な場所で
す。そのため多くの人が康青龍エリアを最高の住宅街
と考えています。

09. 様々なお店が立ち並ぶ永康街と永康公園の周辺は、
便利な交通機関と生活機能が整っています。( 写真 / 劉
佳雯 )

天母にあるコミュニティで、外国人の定住を支援するという使命を担っています。
外国人居住者によって運営されていて、台北に住みたいという方がまっさきに訪ねる
べき場所です。詳細情報はこちらをチェック (communitycenter.org.tw)

コミュニティーサービスセンター ( 台北 )
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02. 聖クリストファー教会は東南アジアか
らの移民労働者に対して様々なサービスを
提供しています。( 写真 /Taiwan Scene)

台
北
の
リ
ト
ル‧

フ
ィ
リ
ピ
ン 

「
中
山
区
」を
歩
く

01

中
山
北
路
三
段
と
徳
恵
街

の
交
差
点
の
方
角
へ
向
か
っ

て
歩
く
と
、
徐
々
に
雰
囲
気

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
街
中
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

聖
多
福
天
主
堂
、
金
萬
萬
名

店
城
、
双
城
公
園
、
E
E
C 

エ
リ
ー
ト‧

エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
ス
ポ
ッ
ト
に
四
方
を
囲
ま

れ
た
小
さ
な
区
画
と
そ
の
周

辺
エ
リ
ア
は
、
台
北
の
「
リ

ト
ル‧

フ
ィ
リ
ピ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
場
所
で
す
。
台
北
に

住
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
た
ち
か

ら
は
「
中
山
区
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
勤
勉

な
移
民
労
働
者
が
集
ま
っ
て

い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
要

言
語
で
あ
る
タ
ガ
ロ
グ
語
が

盛
ん
に
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

7
年
ほ
ど
台
湾
で
生
活
し

て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン‧

ミ
ン

ダ
ナ
オ
出
身
の
ギ
ル
ダ‧

バ

ヌ
ガ
ン
（Gilda Banugan

）

さ
ん
も
移
民
労
働
者
の
一
人
。

毎
週
日
曜
日
に
な
る
と
リ
ト

ル‧

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
る

と
い
う
彼
女
は
、
「
毎
週
こ

こ
に
集
ま
っ
て
友
達
と
会
い
、

社
会
の
こ
と
に
つ
い
て
色
々

話
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま

す
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
エ

リ
ア
が
「
リ
ト
ル‧

フ
ィ
リ

ピ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
今
回
は
こ
の
エ
リ
ア
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や
成
り
立
ち

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「 台 北 の マ ニ ラ 」
へ よ う こ そ

01. 台北のリトル・フィリピンは東南アジ
アの商品を扱うお店が多く、エキゾチック
な雰囲気が漂うエリアです。
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02

1
9
5
7
年
に
ア
メ
リ
カ

人
建
築
家
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
こ
の
教
会
は
、
リ
ト

ル‧
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
象
徴
的

存
在
で
す
。
も
と
も
と
は
周

辺
に
居
住
し
て
い
た
ア
メ
リ

カ
軍
事
顧
問
の
カ
ト
リ
ッ

ク‧

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

建
て
ら
れ
た
教
会
で
し
た
。

た
だ
、
英
語
で
の
ミ
サ
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
地
域

に
居
住
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

人
も
数
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が

終
結
し
、
台
湾
と
米
国
の
国

交
状
態
が
変
化
す
る
と
、
ア

メ
リ
カ
人
コ 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

年
々
縮
小
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
1
9
9
0
年
代
に

移
民
法
施
行
に
よ
り
、
台
北

で
は
東
南
ア
ジ
ア
の
労
働
者

受
け
入
れ
を
開
始
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
こ
の
教
会
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ

ン‧

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心

地
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。現

在
で
は
タ
ガ
ロ
グ
語
、

英
語
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
語

聖 ク リ ス ト フ ァ ー 教 会

で
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ギ
ル
ダ
さ
ん
に
よ
る

と
「
現
在
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
た
め
、
教
会
で
は
無
料
マ

ス
ク
の
配
布
や
衛
生
に
関
す

る
講
義
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な

故
郷
に
帰
れ
な
く
て
、
辛
い

思
い
を
し
て
い
る
の
で
助
か

っ
て
い
ま
す
」
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
伴
う
海
外
旅
行
制
限

に
よ
り
、
多
く
の
移
民
労
働

者
は
、
経
済
的
理
由
も
あ
っ

て
、
契
約
期
間
の
残
り
を
台

湾
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
故

郷
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
の
で
、
私
た
ち
も
気
が

気
で
あ
り
ま
せ
ん
。
か
と
い

っ
て
、
故
郷
に
帰
っ
て
家
族

に
会
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
こ
の
聖
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
教
会
は
私
た
ち

に
と
っ
て
、
大
切
な
支
え
と

な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
、

東
南
ア
ジ
ア
の
移
民
労
働
者

が
、
こ
こ
に
集
ま
る
理
由
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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04

05

聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会

か
ら
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
金

萬
萬
名
店
城
。
中
に
は
、
携

帯
シ
ョ
ッ
プ
、
屋
台
、
ヘ
ア

サ
ロ
ン
、
洋
服
店
、
電
化
製

品
の
修
理
店
が
ず
ら
り
と
並

ん
で
い
ま
す
。
1
階
と
2
階

の
間
に
あ
る
壁
に
は
、
各
お

店
の
名
前
が
貼
ら
れ
た
ボ
ー

ド
が
来
客
を
出
迎
え
ま
す
。

ど
の
お
店
も
軒
先
の
狭
い
廊

下
に
ま
で
商
品
を
並
べ
、
行

き
交
う
人
々
は
タ
ガ
ロ
グ
語

を
話
し
な
が
ら
次
々
に
お
店

へ
入
っ
て
い
き
ま
す
。
「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ア
プ
リ
が

な
か
っ
た
頃
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
物
を
送
る
と
き
に
必
ず

こ
こ
に
来
て
い
ま
し
た
。
最

近
は
な
ん
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
本
当
に
便
利
に
な
り
ま

し
た
」
。
ギ
ル
ダ
さ
ん
に
何

の
目
的
で
こ
こ
に
く
る
の
か

を
尋
ね
る
と
、
「
髪
を
切
る

時
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
味
が

恋
し
く
な
っ
た
時
に
こ
こ
に

来
ま
す
ね
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。 

取
材
の
際
、
ギ
ル
ダ
さ
ん

は
私
た
ち
を
小
さ
な
屋
台
へ

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
屋
台
で
は
、
揚
げ
バ
ナ

ナ
や
魚
の
燻
製
、
ラ
イ
ス
、

ウ
ベ
の
月
餅
か
ら
ハ
ロ
ハ
ロ

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
式
か
き
氷
）

ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
食
べ
物

が
揃
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

周
り
の
シ
ョ
ッ
プ
の
友
人
に

金 萬 萬 名 店 城

04.-05. 日曜日の金萬萬名店城では、フィリピンの名産が数多く販売されて
います。

対
し
て
、
ギ
ル
ダ
さ
ん
は

「Kuya

」
（
タ
ガ
ロ
グ
語
で

「
兄
」
と
い
う
意
味
）
と
呼

び
か
け
る
な
ど
、
友
好
的
な

関
係
性
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
の
お
店
も
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格
で
、
一
生
懸

命
稼
い
だ
お
金
を
有
効
に
活

用
で
き
る
場
所
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
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06

06

07

聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会

と
金
萬
萬
に
隣
接
す
る
の
が
、

有
名
な
フ
ィ
リ
ピ
ン‧

ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
E
E
C 

エ

リ
ー
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（Elite 

Express
）
で
す
。
店
内
に
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ナ
ッ
ク
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
、
化
粧
品

な
ど
の
商
品
が
所
狭
し
と
並

ん
で
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

節
約
で
き
る
よ
う
、
製
品
の

大
半
は
コ
ス
ト
コ
の
よ
う
に

ま
と
め
買
い
サ
イ
ズ
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
の
横

の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
荷
物

や
小
包
の
配
送
や
そ
の
他
の

手
続
き
な
ど
も
可
能
で
す
。

E
E
C
か
ら
す
ぐ
の
場
所

に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
ス
ト
ラ

ンW
ow

 Litson M
anok (

葛

瑞
絲
香
草
烤
雞)

も
あ
り
ま

す
。
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
は

塩
と
酸
味
が
効
い
た
も
の
が

多
い
で
す
。
そ
れ
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
揚
げ
物
も
人
気
で

す
ね
。
こ
こ
だ
と
一
番
人
気

は
グ
リ
ル
チ
キ
ン
で
す
よ
」
。

イ
ー
ト
イ
ン
の
際
に
お
得
な

の
が
、
食
事
を
頼
む
と
ラ
イ

ス
の
お
代
わ
り
が
自
由
に
な

る
こ
と
。
懸
命
に
働
く
移
住

労
働
者
の
人
々
に
は
嬉
し
い

サ
ー
ビ
ス
で
し
ょ
う
。 

取
材
の
最
後
に
ギ
ル
ダ
さ

ん
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

の
は
、
地
域
の
人
々
に
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
、
双
城
公
園
で

し
た
。
「
友
達
と
外
で
お
し

ゃ
べ
り
し
た
り
、
た
だ
の
ん

び
り
し
た
り
す
る
の
に
最
適

な
場
所
で
す
よ
」
。
台
湾
に

住
む
東
南
ア
ジ
ア
の
移
住
労

働
者
の
多
く
は
、
安
全
の
確

保
の
た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
使
用
料
の
か
か
ら

な
い
公
園
を
集
会
場
所
と
し

て
利
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

周 辺 エ リ ア ―  
スーパ ー マ ー ケッ ト 、 レ ス ト ラ ン 、 公 園

「
こ
こ
に
食
べ
物
を
持
っ
て

き
て
、
芝
生
の
上
や
ベ
ン
チ

で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
り
し

ま
す
。
こ
こ
は
太
陽
が
気
持

ち
い
い
で
す
か
ら
ね
！ 

」

「
私
た
ち
は
、
家
族
や
友

人
の
多
く
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

残
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ

の
台
北
の
片
隅
の
小
さ
な
エ

リ
ア
で
は
、
そ
ん
な
故
郷
と

の
繋
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
当
に
第
二
の

故
郷
の
よ
う
な
場
所
で
す
」

と
ギ
ル
ダ
さ
ん
は
微
笑
み
ま

す
。
多
様
性
と
受
容
性
の
高

い
台
湾
は
、
世
界
中
の
人
々

が
「
故
郷
」
と
呼
べ
る
街
に

な
る
べ
く
成
長
を
続
け
て
い

ま
す
。

07. 開放的で緑があふれる双城公園は、リトル・フィリピンへ買い物に来た人たちにやす
らぎを与える休憩スポットです。

06. Wow Litson Manok で提供しているグリルチキンは、フィリピンを思い出させる故郷
の味です。( 写真 /Wow Litson Manok)
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近
年
、
台
湾
で
は
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
の
移
住
労
働
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

っ
て
、
台
湾
で
は
ム
ス
リ
ム

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
新

た
な
文
化
的
風
景
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
馴
染

み
の
な
い
状
態
で
も
、
徐
々

に
異
国
の
文
化
に
対
す
る
好

奇
心
が
芽
生
え
、
次
第
に
イ

ス
ラ
ム
文
化
の
生
活
様
式
も

理
解
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
台

北
に
住
む
譚
雲
福
さ
ん
は
、

「
台
湾
は
多
様
化
し
て
い
て

寛
容
で
す
。
こ
の
地
に
滞
在

す
る
ム
ス
リ
ム
の
仲
間
に
と

っ
て
も
、
快
適
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
自
身
の
文
化
的
な

教
養
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る

場
所
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。譚

雲
福(

タ
ン
ユ
ン
フ
ー)

さ
ん
は
、
幼
い
頃
か
ら
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
育
っ
た
華
僑
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
移
住
労
働

者
の
境
遇
に
つ
い
て
熟
知
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
台
北

に
来
た
当
初
は
ム
ス
リ
ム
の

グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
共
感
を

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
華
人
と
い

う
2
種
類
の
血
統
を
持
つ
彼

ら
一
家
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
排
華
運
動
で
被
害
に
遭
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
件
は

歴
史
や
政
治
的
要
因
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
わ

だ
か
ま
り
が
あ
っ
た
た
め
で

す
。
そ
の
後
、
譚
さ
ん
は
台

北
市
労
働
局
の
外
国
人
労
働

者
の
相
談
員
と
し
て
雇
わ
れ
、

悩
み
を
抱
え
た
人
た
ち
に
協

力
す
る
過
程
で
、
次
第
に
わ

だ
か
ま
り
が
解
け
て
い
き
ま

し
た
。

「
当
時
の
業
務
は
イ
ン
ド

文
：
林
佳
蕙
　
編
集
：
下
山
敬
之 

　
写
真
：
陳
志
誠
、
杜
拝
皇
宮
、Yenyi Lin
台
北
に
住
む
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
架
け
橋01
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ネ
シ
ア
の
人
た
ち
を
守
る
こ

と
で
、
、
彼
ら
に
と
っ
て
私

は
異
国
で
の
拠
り
所
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
先
入
観
を
捨
て

て
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
接

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
」
。
在
職
期
間
中
は
労
働

紛
争
の
調
停
に
協
力
し
た
り
、

移
住
労
働
者
が
雇
用
主
か
ら

不
当
、
あ
る
い
は
暴
力
的
な

扱
い
受
け
な
い
よ
う
守
っ
て

い
ま
し
た
。
中
で
も
頻
繁
に

対
応
し
て
い
た
の
が
、
宗
教

文
化
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ

る
問
題
で
す
。
例
え
ば
、
移

住
労
働
者
が
自
宅
で
白
い
タ

ー
バ
ン
を
巻
い
て
礼
拝
の
儀

式
を
行
う
こ
と
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
雇
用
主
が
い
た
り
、

ム
ス
リ
ム
に
豚
肉
を
食
べ
る

こ
と
を
強
要
す
る
人
も
い
ま

す
。
譚
さ
ん
は
、
現
地
の
人
々

が
イ
ス
ラ
ム
教
の
規
範
に
理

解
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
、
こ
う
述
べ
て
い
ま

す
。
「
儀
式
の
時
間
は
、
神

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
時
間
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
宗
教
信
仰
に
よ
っ
て
や
り

方
が
違
う
だ
け
で
す
。
媽
祖

の
巡
行
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
美

し
さ
を
認
め
ら
れ
る
な
ら
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
の
歴
史

や
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
も

で
き
る
は
ず
で
す
」
。

今
日
で
は
、
ム
ス
リ
ム
の

生
活
様
式
に
つ
い
て
多
少
の

認
識
を
持
っ
て
い
る
人
も
増

え
ま
し
た
。
公
共
の
場
所
で

も
礼
拝
室
が
設
置
さ
れ
て
い

た
り
、
ハ
ラ
ル
認
証
の
飲
食

・
旅
行
エ
リ
ア
も
増
え
て
い

ま
す
。
譚
さ
ん
曰
く
、
台
北

市
政
府
が
行
っ
た
大
々
的
な

周
知
啓
発
は
無
視
で
き
な
い

功
績
と
の
こ
と
で
す
。
「
異

な
る
民
族
、
宗
教
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と

は
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
20
年
と
い
う
時
間
で

変
化
し
た
台
湾
は
、
と
て
も

早
い
と
言
え
ま
す
」
。
譚
さ

ん
は
み
ん
な
が
友
好
的
に
触

れ
合
い
、
異
国
の
文
化
を
も

っ
と
認
識
す
る
。
そ
し
て
、

双
方
の
違
い
を
理
解
し
、
受

け
入
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

01. 台北清真寺は台湾初のイスラム
教の礼拝堂で、ムスリムの人たちが
信仰のために訪れる場所です。( 写
真 /Yenyi Lin)

02. 台北に住むイスラム教徒の多く
は移民や移民労働者です。彼らにと
って、信仰や習慣を維持することが
非常に重要です。

台
湾
映
画
の
歴
史

(

テ
ィ
ザ
ー
動
画)

譚雲福
インドネシア語ニュースキャスター。台湾国際放送のインドネシア語番組の司
会者。1994 年に勉強のために渡台。かつては台北市労働局の外国人労働者の相
談員を務め、移住労働者コミュニティの中で活躍。台北とムスリムの移住労働
者間の重要な架け橋となっている。

02
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03

多くのムスリムが移住したことで、台湾の文化にも異なる一面が見られるようになりました。ここでは譚さ
んが案内してくれたムスリムに関連する場所とその文化を紹介していきます。私たちがその文化を積極的に
理解しようとすれば、わだかまりはすぐになくなります。ムスリムも現地の人と同じように、台北という土
地で懸命に生活する仲間であると気づけるのではないでしょうか。

04

03. 台北清真寺は高さ 15 メートルのドーム型をしていて、院内は厳粛
な雰囲気に包まれています。( 写真 /Yenyi Lin)

04. CLC 東南亜食品百貨では、さまざまなハラル食品を購入できます。

私たちもムスリム

台北地下街 Y4 出口にある「CLC 東南亜食品百
貨」では、化粧品、ボディソープ、調味料、お菓
子や加工食品などあらゆる商品を販売しています。
ムスリムの人にとって、故郷で使い慣れたブラン
ドの商品があるだけでなく、最も重要なハラル認
証の食品が購入できることが人気の理由です。

「ムスリムの人たちが自国のソースを使う理由
は、味が違うだけでなく、食品を作る鍋、お碗、
お玉、皿、キッチンから製作過程まで、すべてが
ハラル認証をクリアしたものでなければいけない
からです。一度でも非ハラルの肉に触れた器具は、
食品の調理に使用できません。また、動物を屠殺
する前にコーランを読む必要もあります。」非ム
スリムの方も、CLC で販売されている東南アジア
の食材や惣菜を通じて、異なる民族の文化を知り、
異国の風情を感じることができます。

ハラル認証のグルメ天国

CLC 東南亜食品百貨

1960 年 に 落 成 し た「 台 北 清 真
寺」は、台北に住むムスリムにと
って重要な場であるだけでなく、
モスク建築の特色も学べるスポッ
トです。イスラム建築でよく見ら
れるドーム設計だけでなく、台湾
の様式と融合したタイル、ローマ
式を模した廊下などを組み合わせ
た特徴的設計となっています。建
物をじっくり鑑賞するだけでも十
分な価値があるでしょう。

ムスリムの心の拠り所

台北清真寺
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06

05

イスラム教は偶像崇拝を禁じているため、生
活の中の調度品の多くは花や植物、抽象的な
幾何学模様で装飾します。「杜拝皇宮 Dubai 
Palace」ではトルコ、ドバイ、アラブ首長国
連邦からの輸入品を多く取り扱っていて、美
しい模様が装飾されたテーブルマット、ティ
ーセット、香炉、絨毯などがあります。波紋、
半円など様々な模様やカラフルな色を取り入
れたデザインが特徴です。気になった商品が
あれば実際に購入して、ムスリム文化の持つ
美しい工芸品で住まいを彩ってみましょう。

05. ムスリムの女性のファッションにもトレンドがあり、豊富な
選択肢があります。

06. 特徴的なムスリム文化の模様は、生活空間に異国の雰囲気を
添えてくれます。( 写真 / 杜拝皇宮 )

草花や幾何学で生活を彩る

杜拝皇宮 Dubai Palace

ムスリムのファッションも信仰の規範
がある文化的な特色の一つと言えます。
譚さんは、「色欲の象徴とされる毛髪を
覆うため、ムスリムの女性の大半はヒジ
ャーブ（スカーフ）を巻かなければいけ
ません。ヒジャーブは時期や地域によっ
ても違いがあります。また、ムスリムの
女性は、礼拝の儀式の時に純白の服を着
なければいけませんが、別のシーンでは
柄や色がついたファッションをするな
ど、非常にオシャレです。生地も無地や
カラフルなものなど風情がありますし、
時期によって流行のデザインも異なりま
す」とムスリムの服装について教えてく
れました。「Salon Ria」というヘアサロ
ンが兼業するムスリムのファッションブ
ティック「Butik Ria Taipei」では、様々
な種類のデザインが展示されているの
で、ムスリムのファッションの美しさを
知ることができます。

ムスリムのファッション

Butik Ria Taipei
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端午節は、春節、中秋節と合わせて、中華文化における三大節句の一つです。今年は新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響で延期となってしまいましたが、ドラゴンボートというスポーツを通して、この伝
統的な節句について学んだり、友達を作ったり、100 年以上続く伝統的な風習を知ることができます。

台北には数多くのドラゴンボートのチームが存在していますが、今回紹介する黒潮龍舟隊は、台湾人
と台湾に住んでいる外国人で結成された特別な混成チームです。現在は 50 名のメンバーのうち半数が
アメリカ、フランス、ロシアなど欧米圏の出身者です。創設メンバーは元々一人で大会にエントリーし
て、ドラゴンボートの楽しさに目覚めました。そして、スポーツ愛好者たちが一年中ボートを楽しめる
ようにと、黒潮龍舟隊を結成。今回は、創立者の 1 人であるフランス出身の Gael Lim( ガエル・リム )
さんがインタビューに応じてくれました。

文：Rick Charette　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、台北市体育局、黒潮龍舟隊

全世界が熱狂！？

風を切り、波に乗る台北の 
ドラゴンボートチーム「黒潮龍舟隊」

01
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02

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
起
源

2
0
0
0
年
の
歴
史
を
誇

る
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

は
、
協
調
の
精
神
を
養
い
、

相
互
成
長
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

と
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
さ
ら
に
進
ん
で
、

真
剣
勝
負
の
世
界
へ
と
変
貌

し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ト
の
ル
ー
ツ
は
、
洪
水
や

そ
の
他
の
自
然
災
害
を
防
ぐ

た
め
に
、
水
神
で
あ
る
龍
を

崇
拝
し
た
儀
式
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
他
に
も
諸
説
あ

り
、
特
殊
な
も
の
で
は
病
気

や
悪
い
事
象
を
流
す
と
い
う

意
味
で
、
神
像
を
ボ
ー
ト
で

海
に
流
し
た
こ
と
か
ら
発
展

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
だ
と
、

中
国
の
戦
国
時
代
の
楚
国
の

忠
臣
で
あ
っ
た
屈
原
（
く
つ

げ
ん
）
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。

国
の
行
く
末
を
憂
い
た
屈

原
は
入
水
自
殺
を
図
り
ま
す

が
、
市
民
か
ら
慕
わ
れ
て
い

た
た
め
に
、
民
衆
が
足
の
早

い
船
で
先
を
争
っ
て
救
出
に

向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に

海
に
潜
む
龍
を
追
い
払
う
た

め
に
太
鼓
や
銅
鑼
を
鳴
ら
し
、

屈
原
が
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
米
を
入
れ
た
筒
を
川
に

投
げ
入
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
米
を

入
れ
た
筒
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形

に
な
り
、
も
ち
米
を
使
用
し

た
粽
（
ち
ま
き
）
に
姿
を
変

え
、
利
他
的
な
奉
仕
の
精
神

を
持
つ
屈
原
を
追
悼
す
る
儀

礼
か
ら
、
現
在
の
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
へ
と
発
展
し

ま
し
た
。

今
年
の
よ
う
に
感
染
症
に

よ
る
影
響
が
な
い
場
合
は
、

毎
年
台
北
市
政
府
が
「
台
北

国
際
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
大
会
は
規
模
も
人

気
も
最
大
級
で
す
。
レ
ー
ス

以
外
に
も
龍
の
目
入
れ
の
儀

式
、
水
神
に
安
全
を
祈
願
す

る
祭
礼
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

体
験
キ
ャ
ン
プ
、
ボ
ー
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

01. 100 年以上に渡り受け継がれてきた伝統的なドラゴンボートは、現在でも人気のある
スポーツであり、レースイベントでもあります。( 写真 / 黒潮龍舟隊 )

02. ボートの龍に目を入れるプログラムは、毎レースごとの象徴的な儀式であるとともに、
参加者の安全の祈願する意味が込められています。( 資料写真 / 台北市体育局 )
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05

0304

リ
ム
さ
ん
曰
く
、
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ト
は
カ
ヤ
ッ
ク
や
カ

ヌ
ー
と
は
ま
っ
た
く
別
物
だ

そ
う
で
す
。
「
大
き
な
違
い

は
ボ
ー
ト
よ
り
定
員
が
多
い

こ
と
で
す
。
漕
ぎ
手
の
人
数

は
、
レ
ー
ス
の
ル
ー
ル
や
ボ

ー
ト
の
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
も

異
な
り
ま
す
が
、
16
人
や
18

人
が
一
般
的
で
す
。
レ
ー
ス

の
距
離
は
5
0
0
ｍ
で
、
ト

ッ
プ
チ
ー
ム
の
タ
イ
ム
は
約

2
分
ほ
ど
。
ゴ
ー
ル
地
点
に

あ
る
フ
ラ
ッ
グ
を
手
に
し
た

チ
ー
ム
の
勝
利
と
な
り
ま

す
」
。

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
素
晴

ら
し
い
所
は
、
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役

割
を
担
う
こ
と
だ
と
リ
ム
さ

ん
は
言
い
ま
す
。
一
部
の
メ

ン
バ
ー
が
強
い
だ
け
で
は
勝

て
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
「
た
と
え
ば
、

舵
取
り
は
ボ
ー
ト
が
効
率
的

に
前
進
す
る
よ
う
に
操
舵
し

ま
す
。
太
鼓
手
は
適
切
な
ペ

ー
ス
で
音
を
鳴
ら
し
、
漕
ぐ

リ
ズ
ム
を
一
定
に
保
ち
ま
す
。

先
頭
に
立
つ
2
名
の
漕
ぎ
手

（
リ
ー
ド
）
も
、
ペ
ー
ス
を

保
つ
た
め
に
太
鼓
手
と
呼
吸

を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
」
。
ゴ
ー
ル
前
で
フ
ラ

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
大
会
の
舞

台
裏

ッ
グ
を
取
る
役
割
は
、
特
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
い
と

リ
ム
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
「
フ

ラ
ッ
グ
を
取
り
損
ね
た
り
、

ボ
ー
ト
か
ら
落
ち
る
、
フ
ラ

ッ
グ
を
取
ら
ず
に
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
ラ
イ
ン
を
越
え
る
と
失

格
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
」
。

03.-04. ドラゴンボートレースは最後のフラッグを手にするために、ゴール寸前で速度を一定に保
つ必要があります。( 写真 / 黒潮龍舟隊 )

05. 黒潮龍舟隊は台湾の主要なレースでたびたび優勝をしているチームです。( 写真 / 黒潮龍舟隊 )

06. ドラゴンボートはメンバー全員がバランスや速度を保つための重要な役割を担います。( 写真 /
Samil Kuo)
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07

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

楽
し
さ　

潮
の
満

ち
引
き

リ
ム
さ
ん
は
2
0
1
5
年

に
、
3
人
の
友
人
と
黒
潮
龍

舟
隊
を
結
成
。
そ
れ
以
前
は
、

語
学
セ
ン
タ
ー
に
通
う
留
学

生
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
「
語
学
セ
ン
タ
ー

の
ボ
ー
ト
活
動
は
年
に
1
回

だ
け
で
し
た
が
、
友
人
と
一

緒
に
パ
ド
リ
ン
グ
を
し
て
い

く
う
ち
に
、
一
年
中
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
始
め
ま
し
た
。
私
た
ち
は

多
彩
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
混

成
チ
ー
ム
で
あ
り
、
学
生
も

社
会
人
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

プ
ロ
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
い
ま

せ
ん
。 

私
た
ち
は
楽
し
み
な

が
ら
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
を
し
て
い
ま

す
」
。

リ
ム
さ
ん
は
チ
ー
ム
の
加

入
に
つ
い
て
こ
う
話
し
ま
す
。

「
入
団
テ
ス
ト
は
通
常
、
年

2
回
行
い
ま
す
。
希
望
者
は

体
力
テ
ス
ト
に
合
格
し
、
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
パ
ド
リ
ン
グ

08. 全身の筋肉を使うドラゴンボートは、
ウォーミングアップとクールダウンが非常
に重要です。( 写真 /Samil Kuo)

07. 黒潮龍舟隊には、世界各国のドラゴン
ボート愛好家たちが集結しています。( 写
真 /Samil Kuo)

09. 黒潮龍舟隊のメンバーは、数々のトレ
ーニングとレースでの経験を通して、強い
絆と結束力を築き上げてきました。( 写真 /
Samil Kuo)

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し

ま
す
。
こ
れ
で
希
望
者
も
チ

ー
ム
の
こ
と
が
分
か
り
、
向

き
不
向
き
を
判
断
で
き
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
身
体
的
に
健
康

で
、
強
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

精
神
を
持
っ
て
い
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
」
。

さ
ら
に
リ
ム
さ
ん
は
続
け

ま
す
。
「
プ
ロ
の
場
合
は
、

専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
ま
す
が
、
一
般
の
チ
ー
ム

は
た
だ
楽
し
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
週
3
回
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
1
日
は

平
日
の
夜
に
体
力
増
強
メ
ニ

ュ
ー
を
行
い
、
適
切
な
パ
ド
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リ
ン
グ
に
必
要
な
筋
肉
を
強

化
し
ま
す
。
残
り
の
2
日
は
、

平
日
の
夜
と
日
曜
日
の
早
朝

で
、
パ
ド
リ
ン
グ
技
術
の
向

上
と
長
距
離
パ
ド
リ
ン
グ
に

必
要
な
体
力
の
向
上
、
シ
ン

ク
ロ
方
法
の
習
得
で
す
」
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
最
も
難

し
い
要
素
を
尋
ね
る
と
、
「
パ

ド
リ
ン
グ
技
術
、
つ
ま
り
ス

ト
ロ
ー
ク
を
学
ぶ
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
も
難

し
い
の
は
16
人
ま
た
は
18
人

の
メ
ン
バ
ー
が
、
『
完
全
に

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
』
で
漕
ぐ

こ
と
で
す
。
パ
ド
ル
が
水
に

入
っ
て
か
ら
出
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
、
同
時
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
強
い
チ

ー
ム
に
な
る
た
め
の
鍵
で
あ

り
、
多
く
時
間
を
必
要
と
す

る
部
分
で
す
」
と
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

練
習
や
早
朝
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
る
睡
眠
不
足
、
友
人

や
家
族
と
の
時
間
を
犠
牲
に

し
た
こ
と
全
て
が
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
強
い
友
情
が
生
ま
れ

た
瞬
間
に
報
わ
れ
る
と
リ
ム

08

09

ドラゴンボートに興味のある方は、黒潮龍舟隊までご
連絡ください。 
blacktide2016@gmail.com (Lisa) 
https://zh-cn.facebook.com/blacktidedragonboat/

黒潮龍舟隊の入団窓口

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
「
0.1
秒

差
で
レ
ー
ス
に
勝
っ
た
こ
と

が
最
高
の
思
い
出
で
す
。
他

の
チ
ー
ム
と
限
界
を
超
え
て

競
い
合
い
ま
し
た
が
、
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
超
え
た

時
点
で
は
ま
だ
勝
敗
が
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
チ
ー
ム

の
た
め
に
全
て
を
捧
げ
た
感

覚
と
、
そ
の
瞬
間
に
生
ま
れ

た
特
別
な
感
情
は
説
明
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
が

私
た
ち
の
間
に
非
常
に
特
別

な
絆
を
生
み
出
し
ま
し
た
」
。
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淡水河と基隆河の境界地点に位置する大龍峒 ( ダーロントン ) は、古くは北部の平埔族・バサイ族
の集落でした。オランダ統治時代の文献に記録があり、当時は「Pourompon」と呼ばれていました。
大龍峒の台湾語の発音である「大浪泵 ( ドァーロンゴン )」にも数百年前のイントネーションの名残
があります。

清代初期、泉州同安区の漢人が大量に移住してきました。そして、次第に「同安が栄える」という
意味で、「大隆同 ( ダーロントン )」と呼ばれるようになっていきます。その後、この地では科挙の
郷試に合格する人が多く、郷里の人々が同地を傑出した人物を排出する龍穴であると考え、龍の住む
祠という意味で現在の「大龍峒」へと変化しました。

文：Yining Chen　編集：下山敬之 　写真：Yenyi Lin、Taiwan Scene

古き良き台北人に続いて
大龍峒を掘り下げる 

01
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02

01. 保安宮は台北に住む人たちが多く訪れる宗教信仰の中心的な場所です。

02. かつて「四十四坎街」と呼ばれた哈密街には、清朝時代に整備された町並みが残っています。

「
同
安
の
加
護
」
信

仰
が
現
地
の
文
化
を

継
承艋

舺
、
大
稲
埕
と
い
っ
た

淡
水
河
畔
の
集
落
同
様
に
、

大
龍
峒
も
ま
た
台
北
で
早
期

に
発
展
し
た
地
域
の
一
つ
で

す
。
清
朝
時
代
、
こ
の
地
に

移
住
し
た
泉
州
の
同
安
人
が

保
生
大
帝
の
信
仰
を
も
た
ら

す
と
、
清
乾
隆
年
間
に
は
保

安
宮
を
建
立
し
て
「
同
安
の

加
護
」
を
祈
願
。
保
生
大
帝

は
人
々
が
信
仰
す
る
医
薬
の

神
と
し
て
、
2
0
0
年
以
上

を
経
た
今
も
参
拝
客
が
絶
え

ず
訪
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

保
安
宮
は
台
北
の
宗
教
信
仰

を
支
え
る
重
要
な
場
所
で
す
。

大
龍
峒
の
歴
史
や
文
化
と

共
に
発
展
し
た
保
安
宮
の
そ

ば
に
あ
る
四
十
四
坎
旧
跡
は
、

か
つ
て
台
北
で
最
も
早
期
に

計
画
さ
れ
た
道
路
で
し
た
。

現
地
の
商
人
一
家
が
保
安
宮

を
建
立
し
た
後
、
残
っ
た
建

材
を
活
用
し
て
二
列
の
木
造

瓦
葺
き
の
商
店
街
を
設
立
。

ど
の
店
舗
も
大
き
さ
、
長
さ
、

幅
が
同
じ
。
こ
の
よ
う
な
建

築
様
式
は
「
坎
」
と
呼
ば
れ
、

ま
た
、
こ
の
道
路
の
左
右
に

は
そ
れ
ぞ
れ
22
軒
の
店
舗
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
十
四

坎
街
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

後
に
四
十
四
坎
街
の
建
物

は
道
路
の
拡
張
に
よ
っ
て

次
々
と
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
街
中
に
あ
る
正
一

堂
国
薬
号
な
ど
多
く
の
店
舗

が
今
も
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

哈
密
街
と
重
慶
北
路
の
交
差

点
の
地
面
に
刻
ま
れ
た
「
大

隆
同
」
の
文
字
に
は
、
か
つ

て
賑
や
か
だ
っ
た
商
店
街
の

面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。

大
龍
峒
保
安
宮(

バ
オ
ア
ン

ゴ
ン)

の
周
辺
に
凝
縮
さ
れ

た
信
仰
と
文
化
は
こ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
に

も
台
湾
で
唯
一
の
「
耳
の
な

い
金
獅
子
」
と
い
う
ロ
ー
カ

ル
の
大
龍
峒
金
獅
団
が
あ
り

ま
す
。
設
立
さ
れ
た
時
期
が

大
龍
峒
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
当

初
は
民
間
防
衛
の
需
要
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、

後
に
武
術
が
芸
術
に
変
わ
り
、

獅
団
へ
と
転
身
し
ま
し
た
。

耳
の
な
い
獅
子
は
流
言
飛
語

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
目
の
前
の

芸
と
目
標
に
集
中
す
る
象
徴

で
す
。
こ
の
精
神
も
ま
た
、

獅
芸
文
化
と
共
に
い
く
つ
も

の
時
代
を
越
え
、
大
龍
峒
で

根
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
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台
北
の
文
学
系
青
年

の
ル
ー
ツ
を
巡
る

四
十
四
坎
街
で
立
身
出
世

し
た
陳
一
家
は
、
大
龍
峒
地

区
の
豊
か
な
人
文
の
礎
を
築

き
ま
し
た
。
清
代
に
樹
人
書

院
を
建
設
し
、
日
本
統
治
時

代
に
は
孔
子
廟
を
建
設
。
陳

一
家
の
祖
先
の
邸
宅
で
あ
る

陳
悦
記
祖
宅(

チ
ェ
ン
ユ
エ
ジ

ー
ズ
ザ
イ
ー)

は
大
龍
峒
の
有

名
な
古
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

延
平
北
路
四
段
に
位
置
す

る
陳
悦
記
祖
宅
は
、
商
売

で
富
を
成
し
た
陳
遜
言(

チ

ェ
ン
シ
ュ
ン
イ
ェ
ン)

が

1
8
0
7
年
に
建
設
し
た
閩

南
様
式
四
合
院
造
り
の
大
邸

宅
で
す
。
現
在
も
邸
宅
に
は

挙
人
に
合
格
し
た
家
に
建
て

ら
れ
る
彫
刻
を
施
し
た
一
対

の
石
柱
「
石
旗
竿
（
彫
刻
）
」

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
台

湾
に
現
存
す
る
唯
一
の
一
対

で
す
。

陳
家
は
か
つ
て
、
清
代
に

官
職
と
多
く
の
書
院
で
教
員

を
務
め
た
陳
維
英(

チ
ェ
ン
ウ

ェ
イ
イ
ン)

を
含
む
3
人
の

挙
人
を
輩
出
し
ま
し
た
。
挙

人
と
は
清
代
の
科
挙
制
度
に

合
格
を
し
た
人
を
指
し
ま
す
。

陳
家
は
数
々
の
秀
才
を
輩
出

し
た
こ
と
か
ら
、
尊
敬
の
念

を
込
め
て
現
地
で
先
生
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
派

生
し
て
陳
悅
記
宅
も
「
老
師

府
（
老
師
は
先
生
と
い
う
意

味
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

老
師
府
は
今
も
そ
の
一
部
を

陳
家
の
子
孫
が
使
用
し
て
い

ま
す
が
、
遠
く
か
ら
眺
め
る

と
邸
宅
の
外
観
に
修
繕
さ
れ

た
痕
が
あ
り
、
凝
縮
さ
れ
た

長
い
年
月
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

教
育
の
普
及
を
重
視
し
た

陳
維
英
は
、
保
安
宮
内
に
「
樹

人
書
院(

シ
ュ
ー
レ
ン
シ
ュ
ー

ユ
エ
ン)

」
を
設
置
。
現
地
の

青
年
に
知
識
を
教
え
、
地
方

文
化
の
発
展
を
推
進
し
、
大

龍
峒
に
知
的
で
文
学
的
な
雰

囲
気
を
添
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
樹
人
書
院
は
日
本
統
治

時
代
に
保
安
宮
か
ら
転
出
し
、

別
に
「
樹
人
書
院
文
昌
祠
」

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

奨
学
金
を
与
え
て
多
く
の
学

生
を
奨
励
し
、
人
材
を
育
成

し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は

受
験
生
の
間
に
伝
わ
る
「
隠

れ
ス
ポ
ッ
ト
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
学
期
末
試
験
前

に
な
る
と
、
溢
れ
ん
ば
か
り

の
お
供
え
物
が
添
え
ら
れ
、

受
験
生
た
ち
が
誠
意
を
持
っ

て
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

老
師
府
の
陳
悦
記
祖
宅
と

樹
人
書
院
は
、
台
北
で
最
も

早
期
に
文
学
系
青
年
が
集
ま

っ
た
場
所
で
あ
り
、
現
在
で

も
大
龍
峒
の
教
育
文
化
を
見

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

03.  老師府の中には功績を称える「扁額」が今でも残って
います。

03
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学
問
の
名
家
が
伝
え

る
台
北
の
孔
子
廟
と

儒
家
思
想

大
龍
峒
の
陳
家
は
、
当
時

の
台
北
孔
子
廟
と
儒
家
思
想

の
伝
承
を
促
す
推
進
者
で
し

た
。
台
北
最
古
の
孔
子
廟
は

清
代
に
建
立
さ
れ
、
場
所
は

当
時
の
台
北
城
南
門
内
に
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本

統
治
時
代
に
は
解
体
さ
れ
、

そ
こ
に
第
一
高
等
女
学
校
及

び
日
本
語
学
校
（
今
日
の
北

一
女
及
び
台
北
市
立
教
育
大

学
）
を
建
設
。

日
本
統
治
時
代
中
期
に
な

る
と
、
台
北
の
地
方
の
有
力

者
が
孔
子
廟
な
く
し
て
儒
学

の
伝
承
は
困
難
と
考
え
、
孔

子
廟
の
再
建
を
協
議
し
ま
し

た
。
当
時
会
議
に
出
席
し
た

陳
培
根
が
、
孔
子
廟
を
大
龍

峒
に
建
設
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
家
族
の
土
地
を
寄
贈
し

た
い
と
申
し
出
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
最
終
的
に
再
建

が
決
定
し
、
1
9
2
7
年
に

正
式
に
起
工
。
1
9
3
9
 年

に
全
体
の
建
築
群
が
落
成
し
、

今
日
私
た
ち
が
目
に
し
て
い

る
孔
子
廟
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
孔
子
廟
は
、
大
龍
峒

地
区
が
貫
い
て
き
た
漢
学
文

化
の
こ
だ
わ
り
が
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
代
を
生
き
る
私

た
ち
に
と
っ
て
は
、
台
北
城

の
変
化
と
発
展
の
流
れ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場

所
で
す
。

大
稲
埕
の
よ
う
に
昔
な
が

ら
の
台
北
の
商
業
活
動
を
継

承
す
る
華
や
か
さ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
閑
静
な
路
地
裏
と

安
ら
か
な
寺
廟
は
、
芸
術
と

文
化
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

04. 近代に建立された台北孔子廟は、台北に残る漢民族の
文化を守り続けている場所です。( 写真 /Taiwan Scene)

04



41 40TAIPEI SUMMER  2021

A CITY FOR CHANGE

文：Seb Morgan　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、Asia Rainbow Ride、晶晶書店、Taiwan Scene

台北を駆けるプライドリボン

01

02. Asia Rainbow Ride はサイクリングを通して、各国から訪れた旅行者とローカルの人々を結びつけ
ています。（写真 /Asia Rainbow Ride）

01. Asia Rainbow Ride の創設者 4 人は、台湾の安全で開放的な環境の中で、より多くの可能性を展開
していくことができると信じています。



41 40TAIPEI SUMMER  2021

02

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

拡
大
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
さ
れ
る
前
は
、
川
沿
い

の
公
園
を
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

のYouBike
に
乗
っ
た
人
々

が
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

自
転
車
に
七
色
の
プ
ラ
イ
ド

リ
ボ
ン
（LGBTQ

の
シ
ン
ボ

ル
）
を
は
た
め
か
せ
て
疾
走

す
る
の
は
、Asia Rainbow

 
Ride (

亜
洲
彩
虹
騎
行)

の
参

加
者
た
ち
で
す
。

「
日
常
の
『
安
全
地
帯
』

か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
、
プ

ラ
イ
ド
の
旗
を
掲
げ
て
自
転

車
で
走
る
こ
と
で
、
初
め
て

味
わ
え
る
経
験
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
」
と

語
る
の
は
、Asia Rainbow

 
Ride

の
創
立
者
の
1
人
で
あ

る
オ
リ
ビ
ア‧

ウ
ー
さ
ん
。

オ
リ
ビ
ア
さ
ん
と
パ
ー
ト

ナ
ー
の
イ
ヴ
さ
ん
が
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数

派
）
活
動
の
仲
間
で
あ
る
リ

サ
さ
ん
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ

ん
カ
ッ
プ
ル
と
と
も
にAsia 

Rainbow
 Ride

を
創
設
し
た

の
は
、
１
年
前
の
こ
と
。
彼

女
た
ち
は
2
0
2
1
年
の
10

月
に
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ

る
プ
ラ
イ
ド
パ
レ
ー
ド
」
を

企
画
中
で
す
。
こ
れ
は
、
台

湾
のLGBTQ

IA

＋
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
団
体
を
支
援
す
る
目
的

が
あ
り
、
台
湾
の
中
で
も
起

伏
の
多
い
、
北
東
の
海
岸
線

を
回
る
二
泊
三
日
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ‧
ツ
ア
ー
と
な
り
ま

す
。 ま

た
、
「
自
分
ら
し
さ
を

称
え
る
健
康
的
で
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
活
動
」
と
い
う
こ
と
で
、

３
月
か
ら
毎
月
、
M
R
T
の

駅
か
らYouBike

に
乗
っ
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
す
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ラ
イ
ド
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
現

在
は
感
染
症
対
策
で
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

し
て
自
信
を
持
ち
た
い
人
た

ち
が
交
流
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
し
て
機
能
。
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
参
加
者
た
ち
が

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
、
新
し
い

友
人
を
作
る
き
っ
か
け
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

「
最
近
は
両
親
に
同
性
愛

者
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る

か
悩
ん
で
い
た
若
い
男
性
と

交
流
す
る
時
間
を
持
ち
ま
し

た
。
難
し
い
状
況
に
直
面
す

る
彼
を
、
応
援
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
リ
サ
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
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の
移
住
者
を
対
象
と
し
た
、

H
I
V
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。
二
人
は
後
に
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
を
周

り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

体
験
を
記
録
す
る
旅
に
出

発
。
2
0
1
5
年
に
は
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「O

ut 

＆ 
Around

」
を
発
表
し
て
い
ま

す
。

03

「O
ut 

＆ Around
」
の
旅

の
一
環
と
し
て
台
北
を
訪
れ

た
2
人
は
、
台
湾
の
ゲ
イ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
活
発
さ
、
特
に

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
女
性

を
支
え
る
多
様
性
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
「
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
リ

ビ
ア
に
出
会
っ
た
場
所
で
も

あ
る
愛
之
船
啦
啦
時
尚
概
念

館
や
、LGBT

を
テ
ー
マ
に
掲

げ
た
晶
晶
書
店
な
ど
の
ス
ポ

ッ
ト
に
は
、
本
当
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
」
と
ジ
ェ
ニ
フ
ァ

ー
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

台
湾
で
多
様
性
を

満
喫

居
場
所
を
見
つ
け
る

保
守
的
な
ア
ジ
ア
系
ア
メ

リ
カ
人
の
家
庭
に
育
っ
た
ジ

ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
は
、
「
私

が
20
代
前
半
で
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
し
た
時
、
周
り
に
同
性

愛
者
の
知
り
合
い
は
一
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
自
分
で
自
分
を
ど
う

し
た
ら
い
い
か
全
く
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

2
0
0
7
年
、
ジ
ェ
ニ
フ

ァ
ー
さ
ん
はLGBTQ

IA+

と

H
I
V
セ
ン
タ
ー
を
支
援

す

る
「AIDS Lifecycle

」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

「
こ
れ
ま
で
、
社
会
的
に
差

別
さ
れ
て
い
た
同
性
愛
者
、

H
I
V
感
染
者
、
障
が
い
者
、

そ
れ
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
初

心
者
た
ち
が
、
3
0
0
0
人

近
く
集
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
誰
も
が
受
け
入
れ
ら
れ
、

拍
手
喝
さ
い
を
浴
び
ま
し
た
。

そ
の
時
、
私
は
妻
と
出
会
っ

た
ん
で
す
！
」
。

リ
サ
さ
ん
は
当
時
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
同
性
愛
者

03. 台北ではサイクリングも LGBTQIA+ のコミュニティを支援する方法の 1 つです。
( 写真 /Asia Rainbow Ride)
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晶
晶
書
店
は
台
北
初
の
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
に
焦
点
を
当
て
た
書
店

で
、
台
湾
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
運

動
を
数
多
く
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
店
内
で
は
様
々
な

本
や
映
像
作
品
、
ア
ー
ト
ワ

ー
ク
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

イ
ブ
さ
ん
も
、
初
め
て
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
際
に
、

台
北
の
文
化
に
支
え
ら
れ
た

と
語
り
ま
す
。
「
台
湾
に
初

め
て
来
た
と
き
、
私
は

LGBTQ
IA+

の
一
人
と
し
て
ま

だ
日
が
浅
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
情
報
を
得
る
方
法
を
模

索
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
レ

イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
買
っ

た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
私
！

と
表
現
で
き
る
物
が
欲
し
か

っ
た
ん
で
す
ね
」
。

イ
ブ
さ
ん
が
育
っ
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
文
化
は
と
て
も

保
守
的
な
た
め
、
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
公
表
は

か
な
り
困
難
で
す
。
「
老
若

問
わ
ず
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
人
た
ち
が
、
手
を
つ
な

い
で
歩
い
て
い
る
様
子
を
目

撃
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
大
き
な
変
化
で
し
た
。
そ

し
て
、
台
湾LGBT

プ
ラ
イ

ド
の
パ
レ
ー
ド
に
多
く
の

人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
、
さ
ら
に
大
き
な
衝
撃
で

し
た
」
。 

リ
サ
さ
ん
も
同
様
に
考
え

て
い
ま
す
。
「
ア
ジ
ア
で
は

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
無
視
さ
れ
、

西
欧
独
自
の
個
性
と
み
な
さ

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
台
湾
に
は

LGBTQ
IA+

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

底
上
げ
す
る
力
が
あ
り
ま

す
」
。 

「Asia Rainbow
 Ride

が

行
う
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
も
参
加

者
が
集
ま
り
ま
す
。
お
互
い

の
考
え
を
共
有
で
き
る
場
所

と
し
て
、
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。
他
人
の
目
を
気
に

せ
ず
、
安
心
し
て
新
た
な
友

情
が
育
め
る
場
所
で
す
」
。

「
こ
う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
あ
る
ん
だ
、
と
実
感

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
ジ

ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
は
付
け
加

え
ま
す
。

04

04. 晶晶書店はジェンダー問題をテーマにオープンした台北初の書店で、特に
フェミニズムと LGBT の権利に力を入れています。( 写真 / 晶晶書店 )
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一
体
感
を
感
じ
な
が

ら
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

Asia Rainbow
 Ride

は
、

単
純
に
海
岸
沿
い
の
景
観
を

満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
参
加
者
が
新
た

な
友
情
を
育
み
、
台
湾
の
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
る
活
動
で
す
。
昨
年
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
海
沿
い
の

ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
映
画
の

上
映
会
、
ド
ラ
ァ
グ‧

シ
ョ

ー
、
ビ
ー
チ
で
の
ヨ
ガ
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
未
経
験
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。
「
去
年
の
参
加
者
の

大
半
は
初
心
者
か
、
中
級
者

で
し
た
」
と
リ
サ
さ
ん
は
言

い
ま
す
。
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て

グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
さ
ら
に

電
動
自
転
車
や
救
助
用
の
車

も
並
走
し
て
い
る
の
で
安
心

で
す
。

安
全
性
と
支
援
を
軸
に
企

画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
加

者
に
思
い
切
り
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
オ
リ
ビ
ア
さ
ん
は
願

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

す
る
非
営
利
団
体
が
、
台
湾

や
ア
ジ
ア
全
体
で
起
き
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
「
イ
ベ
ン

ト
が
こ
う
い
っ
た
団
体
の
資

金
を
集
め
、
そ
の
活
動
の
支

援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
リ
サ
さ
ん
は
思
い
を

吐
露
し
ま
す
。

05

06

05. 台北では国籍や民族、セクシャリティを問
わず、誰でも自由にサイクリングが楽しめます。

06. Asia Rainbow Ride の参加者は LGBT の人
たちのシンボルであるプライドリボンを自転
車にくくり付けて、サイクリングを行います。
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奇
跡
の
輪
を
広
げ
る

Asia Rainbow
 Ride

の
収

益
は
す
べ
て
、
台
湾
を
拠
点

と
す
る
3
つ
の
非
営
利
団
体

（
台
湾
同
志
諮
詢
熱
線
協
会
、

台
湾
紅
絲
帯
基
金
会
、
彩
虹

平
権
大
平
台
）
に
寄
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
体

は
、
2
0
1
7
年
の
同
性
婚

認
定
を
実
現
さ
せ
た
立
役
者

で
あ
り
、
活
発
な
ロ
ビ
ー
活

動
を
行
っ
た
団
体
で
す
。

台
湾
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て

同
性
同
士
の
結
婚
を
合
法
化

し
た
国
で
す
。
こ
の
こ
と
は

LGBTQ
IA+

の
人
た
ち
に
と
っ

て
の
大
き
な
一
歩
で
し
た
。

た
だ
、Asia Rainbow

 Ride

は
こ
れ
で
終
わ
り
に
す
る
の

で
は
な
く
、
よ
り
多
様
化
さ

れ
た
寛
容
な
社
会
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。

「LGBTQ
IA+

と
聞
く
と
、

固
定
概
念
で
考
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
高

齢
の
人
々
や
親
御
さ
ん
、
養

子
が
欲
し
い
人
な
ど
様
々
で

す
」
と
話
す
オ
リ
ビ
ア
さ
ん
。

07

07. 台北市は LGBT の人たちに優しい都市として毎年パレードを開催し、ジェン
ダー問題に関心がある人たちを受け入れています。( 写真 /Taiwan Scene)

リ
サ
さ
ん
は
「
こ
れ
ら
の
非

営
利
団
体
は
、
本
当
に
わ
ず

か
な
予
算
で
奇
跡
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
彼

ら
の
活
動
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」
。

過
去
20
年
間
の
大
き
な
進

展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
主
流
か
ら
外
れ

た
人
々
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
の
1
つ
が
H
I
V
差
別
で

す
。
台
湾
衛
生
福
利
部
（
日

本
の
厚
生
労
働
省
に
相
当
）

が
2
0
1
7
年
に
行
っ
た
研

究
で
は
、
H
I
V
感
染
経
験

の
あ
る
回
答
者
の
う
ち
5
人

に
1
人
が
家
族
か
ら
の
差
別

を
経
験
。
さ
ら
に
病
院
で
の

診
察
を
拒
否
さ
れ
た
経
験
が

あ
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ら
は
も
っ
と
オ
ー

プ
ン
に
語
ら
れ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
話
題

を
避
け
る
人
た
ち
に
、
声
を

届
け
た
い
。
無
視
し
て
も
問

題
は
消
え
な
い
と
気
づ
い
て

ほ
し
い
で
す
」
と
オ
リ
ビ
ア

さ
ん
は
語
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そAsia Rainbow

 Ride

は

未
来
に
目
を
向
け
、
一
緒
に

何
を
創
造
し
て
い
け
る
の
か

に
焦
点
を
置
い
た
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
楽
し
い

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
が
、

台
湾
で
は
さ
ら
に
意
味
の
あ

る
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加
に
も

繋
が
り
ま
す
。
そ
れ
を
実
現

で
き
る
の
がAsia Rainbow

 
Ride

で
す
。

新型コロナウイルス特別警戒期間中は特に感染予防に注意をしてくださ
い。不要不急の外出は控え、外出する際は必ずマスクを着用し、各地の規
則に従ってください。

TAIPEI からのお知らせ :
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写真 / 熊谷俊之



47 46TAIPEI SUMMER  2021

夏の暑い日は台北で一人静かに過ごしてみましょう。
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FOOD & DRINKS

文：田育志　編集：下山敬之 　写真：林冠良、黄映嘉、Josh Bean

親子でクッキング　 
食べる楽しさを学ぶ

世
の
中
の
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
の
関
心
事
の
一
つ
に
、

お
子
さ
ん
の
成
長
過
程
に
お

い
て
重
要
な
子
供
の
食
事
が

あ
り
ま
す
。
台
北
は
グ
ル
メ

で
も
有
名
な
都
市
で
す
が
、

健
康
的
な
食
べ
物
は
あ
ま
り

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
台
北
の

児
童
の
食
育
を
専
門
と
す
る

栄
養
士
の
李
婉
萍(

リ
ー
ワ

ン
ピ
ン)

さ
ん
は
、
ビ
タ
ミ

ン
D
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
、

β
カ
ロ
チ
ン
を
含
む
食
材
は

子
供
に
と
っ
て
不
可
欠
だ
と

言
い
ま
す
。
中
で
も
深
緑
や

オ
レ
ン
ジ
色
の
野
菜‧

フ
ル

ー
ツ
を
選
ぶ
の
が
お
す
す
め
。

特
に
真
夏
は
野
菜
や
果
物
の

種
類
も
豊
富
な
の
で
、
夏
休

み
中
に
親
子
で
料
理
を
し
て
、

健
康
的
な
食
事
を
し
な
が
ら

思
い
出
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
摂
る
こ
と
で
、
子
供
の

筋
肉
の
発
達
も
促
進
さ
れ
ま

す
。一

般
的
に
家
族
を
連
れ
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

行
く
際
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
か
を
重
視
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
栄
養
士
の
李

さ
ん
は
子
供
に
適
し
た
メ
ニ

ュ
ー
が
あ
る
か
に
も
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。 

「
ほ
と
ん
ど

の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
手
早

く
作
れ
る
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト

や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
子
供
の

中
で
「
揚
げ
物
＝
楽
し
み
」

と
い
う
連
想
が
で
き
て
、
そ

れ
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
将

来
的
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た

時
に
揚
げ
物
を
食
べ
て
発
散

し
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま

す
。
」
と
李
さ
ん
は
注
意
を

促
し
ま
す
。

就
学
年
齢
以
前
の
子
供
に

必
要
な
栄
養
素
は
、
普
段
の

食
事
で
摂
取
が
可
能
だ
そ
う

で
す
。
例
え
ば
、
丈
夫
な
骨

を
作
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
牛
乳
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
な
ど

の
乳
製
品
で
摂
取
で
き
、
鮭

や
サ
ン
マ
、
鯖
、
卵
黄
か
ら

は
、
ビ
タ
ミ
ン
D
が
摂
取
で

き
ま
す
。
な
の
で
、
鮭
チ
ャ

ー
ハ
ン
や
シ
ー
フ
ー
ド
ク
リ

ー
ム
リ
ゾ
ッ
ト
な
ど
は
、
子

供
の
栄
養
摂
取
に
ぴ
っ
た
り

な
料
理
だ
と
言
い
ま
す
。

01
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コ
ツ
は
根
菜
と
冷

凍
野
菜
の
常
備

現
在
の
子
供
は
慢
性
的
に

「
葉
酸
」
の
摂
取
が
不
足
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら

の
栄
養
素
は
、
少
な
く
と
も

2
日
に
1
回
緑
黄
色
野
菜
を

食
べ
れ
ば
十
分
な
量
を
摂
取

で
き
ま
す
。
特
に
ゴ
ー
ヤ
ー
、

カ
イ
ラ
ン
、
菜
の
花
な
ど
は

子
供
に
と
っ
て
大
切
な
野
菜

で
す
。

食
材
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
豊

富
に
な
る
こ
と
で
、
子
供
の

偏
食
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
と
李
さ
ん
は
考
え
て
い
ま

す
。
「
子
供
が
『
食
物
新
奇

恐
怖
症
』
に
な
る
と
食
べ
ず

嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

普
段
と
は
違
っ
た
料
理
を
出

す
こ
と
も
大
切
で
す
。
食
材

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
豊
富
に
な

り
ま
す
し
、
子
供
も
ゴ
ー
ヤ

ー
な
ど
の
普
段
食
べ
な
い
野

菜
を
食
べ
る
よ
う
に
な
る
の

で
、
食
べ
残
し
も
少
な
く
な

り
ま
す
。
」

し
か
し
、
一
般
家
庭
で
は

仕
事
が
忙
し
く
、
料
理
に
使

02

え
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
李
さ
ん
が
お
す

す
め
す
る
の
が
、
カ
ボ
チ
ャ

や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
根
菜
類

で
す
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ

ら
の
食
材
が
保
存
に
適
し
て

い
て
、
料
理
に
も
非
常
に
使

い
や
す
い
か
ら
で
す
。
他
に

も
冷
凍
の
枝
豆
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
も
冷
蔵
庫
に
常
備
す
べ

き
食
材
で
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
や
枝
豆
は
解
凍
、
加
熱
を

す
れ
ば
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
ま

す
し
、
炒
め
物
に
も
適
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
李
さ
ん

は
で
き
る
だ
け
親
子
で
料
理

を
し
て
、
親
子
の
絆
を
確
か

め
る
時
間
も
作
っ
て
ほ
し
い

と
話
し
ま
す
。

01. 日常的な食材から栄養価の高い子供向けの
料理が作れます。 （写真 / 黄映嘉）

02. 李さんは鮭と緑黄色野菜は栄養価が高いの
で、日々摂取するべきだと話します。 （写真 /
Josh Bean）
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親
子
で
料
理 

子
供
の
協
調
性
と

創
造
力
を
養
う

李
さ
ん
は
親
子
で
料
理
す

る
の
に
最
適
な
2
種
類
の
レ

シ
ピ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
南
瓜
麺
疙
瘩
（
カ

ボ
チ
ャ
の
中
華
風
す
い
と

ん
）
」
で
す
。
「
麺
疙
瘩
は

ク
ッ
キ
ー
用
の
金
型
を
使
っ

て
様
々
な
形
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
ね
る
と
き
に

手
の
筋
肉
使
う
の
で
、
遊
ぶ

の
と
同
じ
感
覚
で
手
と
目
を

効
率
的
に
動
か
す
方
法
が
学

べ
ま
す
」
と
李
さ
ん
は
言
い

ま
す
。
注
意
点
と
し
て
は
、

麺
疙
瘩
を
こ
ね
る
と
き
に
厚

く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
そ
れ
以
外
は
自
由

に
遊
び
な
が
ら
作
れ
ま
す
。

ま
た
、
製
作
途
中
で
子
供
た

ち
を
ほ
め
る
と
、
自
信
を
高

め
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

二
つ
目
の
料
理
は
す
ぐ
に

で
き
る
「
ニ
ン
ジ
ン
の
卵
炒

め
」
で
す
。
こ
の
料
理
は
β

カ
ロ
チ
ン
の
他
に
、
卵
に
含

ま
れ
る
レ
シ
チ
ン
と
ビ
タ
ミ

ン
D
が
摂
取
で
き
ま
す
。
ニ

ン
ジ
ン
の
青
臭
さ
を
取
り
除

く
に
は
、
十
分
な
油
脂
が
必

要
な
の
で
、
油
を
少
し
多
め

に
し
ま
す
。 

ま
た
、
ス
ラ
イ

サ
ー
を
使
用
す
る
よ
り
包
丁

を
使
用
す
る
方
が
、
形
が
均

一
に
な
り
や
す
く
、
炒
め
た

後
も
柔
ら
か
く
な
り
や
す
い

で
す
。
ま
た
、
包
丁
で
切
れ

ば
形
や
角
度
に
よ
っ
て
、
様
々

な
食
感
が
楽
し
め
ま
す
。
子

ど
も
に
は
卵
を
溶
く
部
分
だ

け
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て

み
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
李
さ

ん
は
、
「
子
供
に
料
理
の
危

険
性
を
説
明
し
て
、
話
し
な

が
ら
作
業
を
し
な
い
よ
う
に

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

キ
ッ
チ
ン
に
は
刃
物
や
火
気

な
ど
危
険
が
潜
ん
で
い
る
の

で
、
そ
の
こ
と
に
注
意
し
な

が
ら
親
子
で
楽
し
く
料
理
を

し
ま
し
ょ
う
。
」
と
注
意
を

述
べ
ま
し
た
。

03

04

03. すいとんのこね方は自由で、食材の下ごしらえをしながら子どもも手足
の使い方を学ぶことができます。 （写真 / 黄映嘉）

04. 李さんは、手早く作れて栄養価の高い料理を作ることを強くおすすめし
ています。
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親子で作る料理のレシピ

カボチャの中華風すいとん
すいとんは生地をこねる行程が子供にぴったりです。手
の筋肉を鍛えることにつながります。

ニンジンの卵炒め
簡単に作れる「ニンジンの卵炒め」は栄養が豊富なだけ
でなく、食感も豊かなので子供にも喜ばれます。

カボチャ - 60g、ニンジン - 40g、黒キクラゲ - 40g、ひ
き肉 - 80g、中力粉 - 100g、片栗粉 - 50g、塩 - 小さじ
1/4、ネギ - 適量、エビ - 少々、お湯 - 1,000c.c

主材料 :

ニンジン - 半分、卵 - 4 個

主材料 :

1. ニンジンと黒キクラゲを洗ってから千切りにします。
エビは 20 分ほどおいて水気を切りましょう。

2. カボチャは皮をむいてからブロック状に切り、柔らか
くなるまでボイルします。

3. かぼちゃに中力粉、片栗粉、塩を混ぜ合わせ、べたつ
かない程度になるまでこねて、すいとんの生地を作りま
す。生地は 3 ～ 5 分寝かせた後にお湯に入れ、浮き上が
ってくるまで茹でます。

4. 別の鍋に油をひいて玉ねぎとエビを炒めます。そこに
お湯、ニンジン、黒キクラゲを加えて煮だたせたら、す
いとんを加えて出来上がりです。

手順 :

1. ニンジンを洗って皮をむいたら、千切りにします。

2. 鍋に油をひいてニンジンが柔らかくなるまで炒めます。

3. 溶き卵を加えて、好みの硬さになるまで卵を炒めます。

4. お好みで調味料を加えて出来上がりです。

手順 :
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文：田育志　編集：下山敬之 　写真：張晋瑞

ローカル食材の美学を尊重　 
台北のスローフード精神

01. 有機農法で作られた小規模農家のワインを広めることも、スローフードの概念に沿った
活動であると周さんは考えています。

01
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近年、世界では「スローフード」という概念が注目を集めています。スローフードは「原点回帰」
の精神を強調し、消費者に過去の飲食文化に目を向けるよう伝える考え方です。ここ数年で台北でも
この精神が広がりはじめました。かつてイタリアのスローフード大学（UNISG）で学んだスローフ
ード・ドリンクの専門家である周郁華 ( ジョウユーホァ ) さんは、台湾で 10 人に満たない Certified 
Cicerone® の認証を受けたビールソムリエです。また、スローフードの精神をローカル食材と融合さ
せ、じっくりと手間をかけた料理、丁寧に味わう飲食ライフを台北で普及させています。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
：G

ood
、

C
lean

、Fair 

「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
は
、
ゆ

っ
く
り
食
べ
る
こ
と
で
は
な

く
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の

対
に
な
る
概
念
で
す
」
と
周

さ
ん
は
話
し
ま
す
。
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
は
、
反
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
文
化
の
精
神
の
中
に

あ
る
「
原
点
回
帰
」
か
ら
始

ま
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

が
生
ま
れ
る
前
の
飲
食
習
慣

へ
戻
ろ
う
と
す
る
考
え
方
で

す
。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
文
化

は
、
そ
の
発
展
と
と
も
に

「Good

、Clean

、Fair

」
と

い
う
3
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

形
成
し
ま
し
た
。
「Good

」

と
は
美
味
し
さ
を
指
し
ま
す
。

い
か
に
食
材
を
理
解
し
、
ど

う
処
理
す
る
か
で
料
理
の
質

は
変
わ
る
の
で
、
料
理
人
の

魂
が
重
要
で
す
。
「Clean

」

は
食
材
の
生
産
過
程
に
お
い

て
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
持

続
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

指
し
ま
す
。
「Fair

」
は
生
産

者
が
得
る
べ
き
報
酬
を
得
て

い
る
か
、
公
平
な
扱
い
を
受

け
て
い
る
か
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

「
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
互

い
に
影
響
し
合
う
の
で
、
明

確
に
区
分
す
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
」
。
周
さ
ん
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
科
学
肥
料

を
使
用
し
た
ブ
ド
ウ
栽
培
は
、

農
家
の
体
に
と
っ
て
有
害
で
、

環
境
汚
染
も
引
き
起
こ
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
自

然
酒
」
で
あ
れ
ば
、
有
機
農

法
で
栽
培
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
を

醸
造
し
、
品
質
の
高
い
お
酒

を
作
る
だ
け
で
な
く
、
環
境

に
も
や
さ
し
く
、
農
家
の
労

働
条
件
も
改
善
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
が
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
総
合
的
に

体
現
し
た
新
し
い
飲
食
文
化

の
形
で
す
。

こ
う
し
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

の
概
念
は
飲
食
の
消
費
が
盛

ん
な
台
北
で
あ
れ
ば
、
容
易

に
普
及
と
定
着
が
で
き
る
と

周
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
台
北

は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
種
類
や
店

舗
の
数
が
多
く
、
消
費
者
も

多
い
こ
と
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

か
ら
派
生
し
た
料
理
も
あ
る

の
で
、
試
し
て
み
た
い
と
考

え
る
人
や
受
け
入
れ
る
層
も

少
な
く
な
い
た
め
で
す
。
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台
湾
の
食
材
に
回
帰

す
る「

台
湾
が
実
践
す
る
ス
ロ

ー
フ
ー
ド
の
精
神
は
、
『
ロ

ー
カ
ル
食
材
』
に
回
帰
す
る

で
す
」
。
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン

「RAW

」
の
シ
ェ
フ
で
あ
る

江
振
誠
さ
ん
が
ロ
ー
カ
ル
食

材
の
使
用
を
提
唱
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
台
湾
の
飲
食

業
界
で
も
「
台
湾
の
味
」
、

「
現
地
の
料
理
」
と
は
何
か

が
日
に
日
に
議
論
さ
れ
、
台

湾
に
元
々
あ
っ
た
食
べ
物
を

再
び
食
卓
に
戻
そ
う
と
い
う

動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
図
ら
ず
も
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
の
原
点
回
帰
の
精
神
と
一

致
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
フ
ァ
イ
ン
ダ

イ
ニ
ン
グ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
が
次
々
と
台
北

で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

周
さ
ん
に
よ
る
と
、
フ
ァ
イ

ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
価
格
が
や

や
高
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
は
ロ

ー
カ
ル
食
材
の
使
用
を
考
え

て
い
ま
す
。
仁
愛
路
の
路
地

裏
に
あ
る
「Em

bers

」
の
シ

ェ
フ
で
あ
るW

es

さ
ん
は
、

先
住
民
の
飲
食
文
化
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案

し
ま
し
た
。
例
え
ば
「
海
耳
」

と
い
う
料
理
は
、
ア
ミ
族
が

海
辺
で
拾
っ
て
い
た
貝
類
を

表
現
し
た
一
品
で
す
。
他
に

も
「
拾
八
豆
」
は
豆
花
を
ベ

ー
ス
に
、
干
し
豆
腐
、
豆
枝
、

豆
豉
、
豆
酥
と
い
っ
た
大
豆

製
品
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
ブ
ヌ
ン
族
の
種
を
保
護

す
る
伝
統
を
オ
マ
ー
ジ
ュ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
区
の

「M
uzeo

」
で
は
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
代
わ
り
に
キ
ャ
ベ

ツ
を
使
用
し
西
洋
料
理
の
付

け
合
わ
せ
に
し
て
い
ま
す
。

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
の
「
祥

雲
龍
吟
」
で
も
、
ロ
ー
カ
ル

食
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
高
級
レ
ス
ト
ラ

ン
と
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の

ブ
ル
ー
オ
マ
ー
ル
、
北
海
道

の
ホ
タ
テ
と
い
っ
た
輸
入
食

材
を
使
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も
今
の
新

世
代
の
シ
ェ
フ
は
、
消
費
者

の
お
金
が
よ
り
ロ
ー
カ
ル
食

02
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0304

材
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
P
R

を
し
て
い
ま
す
」
ロ
ー
カ
ル

食
材
が
洗
練
さ
れ
て
い
く
と
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
そ
の

価
値
が
認
識
さ
れ
る
。
こ
れ

も
ま
た
「Good

」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
体
現
し
た
動
き

で
あ
る
と
周
さ
ん
は
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
台
北
で
は
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
盛
ん

で
す
が
、
こ
れ
も
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
文
化
と
関
係
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
消
費
者
が
小

規
模
農
家
の
有
機
食
材
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に

中
間
業
者
の
マ
ー
ジ
ン
な

し
で
直
接
商
品
の
売
買
が
で

き
る
の
で
、
「Good

」
、

「Clean

」
、
「Fair

」
全
て 

の
概
念
に
一
致
し
ま
す
。

03.-04. 「Embers」のシェフである Wes さんは、ア
ミ族が拾っていた貝類をメインに、麦の香りあふれ
るビールを組み合わせて、ローカルの味わいのコラ
ージュを作り上げました。

02. 「Embers」の「拾八豆」は、各種の豆製品をベ
ースに、ブヌン族の料理の多様性を表現しています。
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そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ

ル
で
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

を
支
持

周
さ
ん
は
自
分
な
り
の
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
精
神
の
実
践
方

法
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼
女

が
こ
れ
ま
で
企
画
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
い
ず
れ
も
自
然

酒
、
小
規
模
農
家
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
現
地
の
酒
造
メ
ー
カ

ー
、
現
地
の
原
生
品
種
を
使

用
し
て
醸
造
し
た
製
品
を
セ

レ
ク
ト
。
昨
年
末
に
は
「
遊

牧
バ
ー
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
コ
ラ
ボ
企
画
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
セ
レ
ク

ト
し
た
お
酒
を
期
間
限
定
で

提
携
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
取
り

扱
い
、
ロ
ー
カ
ル
食
材
と
お

酒
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す

る
企
画
で
す
。
初
回
の
場
所

と
な
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
は
台

北
のEm

bers
で
し
た
。

初
回
の
遊
牧
バ
ー
の
感
想

に
つ
い
て
、
周
さ
ん
は
こ
う

述
べ
て
い
ま
す
。
「
シ
ェ
フ

のW
es

さ
ん
が 

の
長
ら
く
追

求
し
て
き
た
『
ロ
ー
カ
ル
』
、

『
台
湾
の
味
』
に
対
す
る
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
応
え
、

今
回
は
「
自
分
の
味
を
コ
ラ

ー
ジ
ュ
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

し
ま
し
た
。
台
湾
の
飲
食
習

慣
で
よ
く
見
ら
れ
る
氷
抜
き
、

砂
糖
少
な
め
、
辛
め
な
ど
の

よ
う
に
、
お
酒
の
味
も
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
」
。
そ
う
し
て
生
ま

れ
た
の
が
、
「
苦
味
、
麦
、

酸
味
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
、
ス

パ
イ
シ
ー
」
と
い
う
5 

種
類

の
香
り
の
ビ
ー
ル
ベ
ー
ス
で
、

ゲ
ス
ト
が
自
由
に
ア
レ
ン
ジ

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

遊
牧
バ
ー
に
お
い
て
、
周

さ
ん
の
お
酒
選
び
の
巧
み
な

発
想
は
、
消
費
者
た
ち
に
驚

き
を
与
え
ま
し
た
。
「
私
が

土
肉
桂
、
フ
リ
ー
モ
ン
ト
の

皮
、
原
生
の
ア
オ
モ
ジ
で
作

っ
た
『
ク
リ
ス
マ
ス
』
と
い

う
フ
レ
ー
バ
ー
を
出
し
た
時

に
、
お
客
様
は
と
て
も
不
思

議
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
そ
れ
ま
で
は
台
湾

の
土
肉
桂
の
味
と
一
般
的
な

肉
桂
の
違
い
を
知
ら
ず
、
初

め
て
ア
オ
モ
ジ
を
口
に
し
た

方
も
い
ま
し
た
」
。

「
私
は
台
北
は
と
て
も
自

由
な
発
想
を
持
っ
た
都
市
だ

と
思
い
ま
す
」
と
周
さ
ん
は

述
べ
ま
す
。
自
由
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
発
想
の
幅
も
広
が

る
。
す
で
に
多
く
の
シ
ェ
フ

が
自
分
の
得
意
と
す
る
ス
タ

イ
ル
で
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の

概
念
、
あ
る
い
は
ロ
ー
カ
ル

食
材
を
料
理
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
消
費
者
が
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
を
支
持
す
る
方
法
は
、

フ
ァ
イ
ン
ダ
イ
ン
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
行
く
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
小
規
模
農
家
の
ミ

ル
ク
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
使
用
し
た
街

角
の
カ
フ
ェ
で
、
カ
フ
ェ
ラ

テ
を
飲
む
こ
と
で
も
貢
献
が

で
き
ま
す
。

06. 周さんは、様々な食べ物の香料をコラー
ジュし、フレーバーの異なる 6 種類の「アレ
ンジビール」を作り出しました。

0506

05. 周さんが始めた「遊牧バー」は、各有名
レストランとのコラボやローカル食材の紹介
を通して、スローフードの精神が広まってほ
しいという願いが込められています。

お酒は適量を
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文：林佳蕙　編集：下山敬之 　写真：顔涵正、Rodrigo Flores

2 月のバレンタインデーは人々が好意を伝えあう日ですが、台湾ではこの他にも旧暦の 7 月 7 日の七
夕がバレンタインです。こうしたイベントには、甘く濃厚な味わいのチョコレートが最適。台北ではチ
ョコレートスイーツが浸透するとともに、これまでにはない変化も起きています。今季の《TAIPEI》
では、「Q sweet 精品甜點（ジンピンティエンディエン）」のパティシエである呉葵妮 ( ウークィーニー )
さんと旅と食に関するライターの徐銘志 ( シューミンジュー ) さんにインタビューを行い、世界レベル
の良質な台湾チョコレートについてお話を伺いました。

01. 呉葵妮さんと徐銘志さんは、台北の
チョコレートのトレンドに対するそれぞ
れの意見を語ってくれました。

台北で味わう思いのこもった
チョコレート

01
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父
親
が
仕
事
で
世
界
各
地

を
回
る
た
め
、
呉
さ
ん
は
小

さ
い
頃
か
ら
各
国
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
味
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
に
関
し
て
抜
き
ん
で
た

味
利
き
の
能
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
呉
さ
ん
は
そ
の
後
、

ベ
ル
ギ
ー
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
。
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
ス
イ
ー
ツ
の
中

で
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
そ
の

独
特
な
作
用
が
人
々
を
魅
了

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る

と
、
ド
ー
パ
ミ
ン
の
分
泌
が

促
さ
れ
、
幸
福
感
や
愉
快
な

幸
せ
を
感
じ
る
甘
い

魅
力

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ス
イ
ー
ツ
の
世
界
で
は
代
用

の
効
か
な
い
食
材
で
す
。
」

と
呉
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

一
方
、
徐
さ
ん
は
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
魅
力
に
気
づ
く
の

が
遅
か
っ
た
そ
う
で
す
。
学

生
時
代
は
多
く
の
人
と
同
じ

で
、
お
店
の
棚
に
並
ぶ
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
製
品
を
食
べ
る
程

02. 手作りのチョコレート製品には職人の魂が
注がれています。

03. 近年は、台湾にもローカルな風味のあるカ
カオ豆を使った商品が輸入されるようになり、
チョコレート愛好家もより豊富で多様な味を体
験できるようになりました。　

02

03
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度
で
し
た
。
そ
の
後
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
な
っ
て
か
ら

は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
分
野

を
掘
り
下
げ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
こ
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
奥

深
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。 

「
私

は
カ
カ
オ
が
栽
培
地
の
気
候

と
環
境
に
よ
っ
て
味
が
変
わ

り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
ワ
イ

ン
と
同
じ
よ
う
に
、
食
べ
る

前
、
食
べ
て
い
る
最
中
、
食

べ
た
後
の
余
韻
に
変
化
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
安
価
に
作
ら
れ
た
商
用

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
い
も

の
で
、
私
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

に
対
す
る
興
味
を
沸
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
」
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
奥
深
く
、

創
造
力
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
呉
さ
ん
は
、
24
歳
の

若
さ
で
ス
イ
ー
ツ
チ
ェ
ー
ン

店
の
ブ
ラ
ン
ド
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
に
な
り
ま
し
た
。
自
ら
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
に
当

た
り
、
世
界
的
レ
ベ
ル
の
も

の
に
し
た
か
っ
た
と
言
い
ま

す
。
「
上
海
の
外
灘
と
い
う

エ
リ
ア
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の

を
見
て
、
ス
イ
ー
ツ
も
同
じ

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
パ
テ
ィ

シ
エ
が
裏
路
地
で
小
さ
な
お

店
を
構
え
る
の
は
過
去
の
話

で
、
今
は
国
際
競
争
の
時
代

で
す
。
一
定
の
地
位
を
得
る

に
は
、
盲
目
的
に
流
行
を
追

う
の
で
は
な
く
、
好
き
な
も

の
を
選
び
、
そ
こ
に
い
っ
ぱ

い
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
。
私
は

自
分
の
一
番
好
き
な
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
お
店
で
は
、
競
争

に
勝
つ
た
め
に
ケ
ー
キ
や
お

菓
子
、
ド
リ
ン
グ
な
ど
、
す

べ
て
最
高
の
も
の
を
提
供
し

て
い
ま
す
」
。

こ
う
し
た
信
念
を
持
つ
呉

さ
ん
は
、
2
0
1
9
年
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
（
I
C
A
）

に
お
い
て
、
台
湾
初
と
な
る

「
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
‧

バ
ー
部
門
」
で
賞
を
獲
得
。

さ
ら
に
2
0
2
0
年
の

I
C
A
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

大
会
で
は
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
チ

呉葵妮
ベルギーのチョコレートアカデミーを卒業。カカオの風味に対する愛
好と信念から、「Q sweet 精品甜點」を開業。2019 年には、インター
ナショナルチョコレートアワード（ICA）の「ホワイトチョコレート ‧
バー部門」で賞を獲得。翌 2020 年には ICA アジア太平洋地域 14 カ国で、
最も受賞数の多いパティシエとなる。

徐銘志
フリーライター。《ＧＱ》、『商業週刊』、『経済日報』などの媒体で
執筆を担当。 近年はライフスタイル分野に焦点を当て、新聞雑誌など
にチョコレート関係の投稿している。

ョ
コ
レ
ー
ト
ガ
ナ
ッ
シ
ュ
‧

ト
リ
ュ
フ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
部

門
」
で
金
賞
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

カ
カ
オ
は
栽
培
条
件
の
違

い
に
よ
っ
て
独
特
な
風
味
を

備
え
ま
す
。
徐
さ
ん
は
多
く

の
国
が
、
こ
の
基
準
で
独
自

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
商
品
を
開

発
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
ま
た
、
台
北
の
パ
テ

ィ
シ
エ
も
次
第
に
こ
だ
わ
り

を
持
っ
た
製
品
開
発
を
始
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

徐
さ
ん
は
特
に
、
「
法
朋
」

と
い
う
お
店
の
6
種
類
（
バ

ラ
、
醤
油
、
龍
眼
、
ひ
ね
生

姜
、
ゴ
マ
、
パ
ク
チ
ー
）
の

風
味
を
持
つ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
、
「
畬
室
」
と
い
う
お
店

の
「
黒
ゴ
マ
油
塩
花
」
な
ど

に
強
い
感
銘
を
受
け
た
そ
う

で
す
。 

「
こ
う
し
た
一
般
的

な
食
材
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と

の
コ
ラ
ボ
は
、
台
湾
の
消
費

者
に
関
連
の
深
い
も
の
で
あ

る
と
い
う
親
近
感
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
」
と
徐
さ

ん
は
言
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
食
材
が
与

え
る
食
の
趣
き
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徐
さ
ん
曰
く
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
が
好
き
な
人
は
、
だ
い

た
い
黒
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

カ
カ
オ
豆
の
原
産
地
の
風
味

を
重
視
し
て
い
る
他
、
豆
の

選
別
か
ら
焙
煎
、
仕
上
げ
ま

で
を
一
貫
し
て
行
う
「
ビ
ー

ン
ト
ゥ
ー
バ
ー
」
と
い
う
考

え
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
既
存
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
製
品
を
加
工
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
棄
て
て
、

豆
の
選
別
を
含
む
す
べ
て
の

工
程
で
最
高
水
準
の
も
の
に

な
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
徐
さ
ん
が
気

に
入
っ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の

「
M
A
R
O
U
」
や
イ
タ
リ

ア
の
「
A
M
E
D
E
I
」
と

い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
は
、
風
土
の
特
色
を
重

視
し
た
製
品
で
す
。
台
湾
国

内
に
も
こ
の
よ
う
な
商
品
が

輸
入
さ
れ
始
め
、
消
費
者
の

舌
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

黒
、
白
ど
ち
ら
も

良
い

黒
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
甘
さ

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
好

み
に
合
わ
せ
た
選
択
が
で
き

ま
す
。
「
わ
た
し
は
熟
し
た
、

大
人
ら
し
さ
の
あ
る
ほ
ろ
苦

い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
好
き
で

す
。
こ
う
し
た
苦
味
は
甘
い

後
味
が
あ
る
の
で
、
常
に
一

定
の
甘
さ
で
は
な
く
、
時
間

と
と
も
に
味
わ
い
も
変
化
し

ま
す
」
。
消
費
者
の
多
く
は

カ
カ
オ
の
含
有
量
で
黒
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
選
び
ま
す
が
、

こ
れ
は
指
標
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
徐
さ
ん
は
、
「
そ
れ
は

カ
カ
オ
ペ
ー
ス
ト
と
カ
カ
オ

脂
の
合
計
を
表
す
だ
け
で
す
。

両
者
の
比
率
こ
そ
が
、
メ
ー

カ
ー
の
こ
だ
わ
り
で
あ
り
、

食
感
に
も
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
結
局
は
風
味
で
判
断

を
す
る
の
が
一
番
で
す
よ
。
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
黒
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
の
ほ
う
が
主
流

で
す
が
、
呉
さ
ん
曰
く
、
近

年
で
は
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
も
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
黒
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
濃
厚

04
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な
の
で
、
多
く
の
食
材
の
味

を
押
さ
え
こ
み
ま
す
。
ホ
ワ

イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
そ
こ

ま
で
濃
く
な
く
、
パ
テ
ィ
シ

エ
が
自
由
な
発
想
で
使
用
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
こ

数
年
は
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
で
大
会
に
出
場
す
る
人

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
」
。

呉
さ
ん
が
開
発
し
た
「
花
椒

入
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
や
「
ダ

ブ
ル
ベ
リ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

も
、
黒
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
好

き
だ
っ
た
お
客
さ
ん
の
多
く

を
虜
に
し
ま
し
た
。
「
現
在

の
消
費
者
は
機
械
生
産
と
手

作
り
の
違
い
を
よ
く
知
っ
て

い
る
の
で
、
パ
テ
ィ
シ
エ
も

よ
り
創
意
創
作
を
す
る
機
会

が
与
え
ら
れ
、
幅
広
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
試
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
呉
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
関

す
る
情
報
も
は
る
か
に
多
く
、

職
人
た
ち
も
切
磋
琢
磨
し
て

新
し
い
商
品
の
開
発
に
精
を

出
し
て
い
ま
す
。
二
人
も
消

費
者
が
よ
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
味
わ
い
、
食
べ
比
べ
、
奥

深
い
世
界
を
探
索
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
自
分
に
本
当

に
合
う
味
が
発
見
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

04. 「Q sweet 精品甜點」では、様々なな食材を取り入れた革新的なチョコレート製品で、世界中の愛好家
たちを魅了しています。

05. 最近チョコレートの主原料であるカカオ豆の各原産地は、台湾のチョコレートの専門店から大きな注目
を集めています。( 写真 /Rodrigo Flores)

05
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文：Alan Hunt　編集：下山敬之 　 
写真：Samil Kuo、シャーウッド台北　

台北には、様々なことにチャレンジする多
種多様な人たちが暮らしています。今回の
《TAIPEI》では、シャーウッド台北（台北西
華飯店）のゼネラルマネージャーを務めるア
キム ‧ フォン ‧ ヘイクさんにインタビューを行
いました。アキムさんは、1980 年代後半にド
イツでホテルマンとしてのキャリアをスター
トさせ、1992 年に渡台。他にも米国アトラン
タ州や香港での勤務経験があります。そして、
2011 年にはシャーウッド台北のゼネラルマネ
ージャーに就任し、今日までホテル経営の舵
をとってきました。

01. 30 年前に台北に渡ったアキムさんは、
現地のホテル業に従事し、最高品質のサー
ビスを提供し続けています。

02. 長年に渡りマネージャーを努めてきた
アキムさんは、ジャッキー・チェンを始め
とする多くの著名人の接待をしてきました。

ホテル経営と 
台北生活の哲学

01

02

各
国
の
ホ
テ
ル
業
界
で
の

体
験
を
持
つ
ア
キ
ム
さ
ん
は
、

台
北
の
ホ
テ
ル
業
界
に
つ
い

て
こ
う
話
し
ま
す
。
「
私
が

初
め
て
台
北
に
来
た
時
、
シ

ャ
ー
ウ
ッ
ド
は
台
北
初
の
５

つ
星
ホ
テ
ル
で
し
た
。
た
だ
、

他
の
先
進
諸
国
と
は
違
い
、

こ
こ
で
は
私
た
ち
が
ゼ
ロ
か

ら
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
」
。
以
前
に
比
べ
る

と
現
在
の
ホ
テ
ル
業
界
は
ハ

イ
ク
ラ
ス
な
選
択
肢
が
増
え

て
い
ま
す
。
台
北
と
他
国
の

ホ
テ
ル
の
違
い
に
つ
い
て
は
、

「
台
北
の
ホ
テ
ル
は
、
量
よ

り
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
重
視
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
各
お
客

様
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
」
と
答
え

て
い
ま
す
。  

実
際
、
同
ホ
テ
ル
で
は
、

元
英
国
首
相
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト‧

サ
ッ
チ
ャ
ー
、
元
米
国

大
統
領
ジ
ョ
ー
ジ‧

ブ
ッ
シ

ュ
夫
妻
な
ど
、
数
々
の
著
名

人
が
宿
泊
を
し
て
い
ま
す
。

「
お
客
様
に
で
き
る
限
り
の

お
も
て
な
し
を
す
る
事
が
、

一
番
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

こ
の
街
と
こ
の
ホ
テ
ル
で
素

晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
れ
ば
、

お
客
様
は
き
っ
と
ま
た
台
北

に
帰
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
」
。 

世
界
各
国
を
経
て

台
北
へ
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主
隔
離
用
の
ホ
テ
ル
と
し
て

舵
を
取
り
ま
し
た
が
、
ア
キ

ム
さ
ん
は
様
々
な
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
ラ
ン
チ
を
開
発
す
る
戦

略
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ブ

ス
タ
ー
や
ス
テ
ー
キ
、
ハ
タ

な
ど
の
高
級
食
材
を
使
っ
た

お
弁
当
の
販
売
で
、
ホ
テ
ル

内
で
の
飲
食
が
で
き
な
い
今

の
状
況
下
で
は
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

03. シャーウッド台北では新型コロナウイルスの感
染拡大を受けて、台北内での飲食サービスを停止し、
テイクアウトできる豪華なお弁当の販売を始めまし
た。( 写真 / シャーウッド台北 )

03

ア
キ
ム
さ
ん
の
業
務
は
、

セ
ー
ル
ス
会
議
や
部
屋
の
改

築
の
監
督
、
お
客
様
へ
の
挨

拶
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

た
だ
、
前
日
と
全
く
同
じ

ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
は
好
ま

な
い
と
言
い
ま
す
。
「
私
は

時
計
を
見
な
い
の
で
、
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
は
合
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
毎
朝
8
時
頃
に

ホ
テ
ル
に
着
き
、
朝
食
の
間

に
お
客
様
に
ご
挨
拶
す
る
こ

と
は
常
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

朝
食
時
は
特
に
色
々
な
話
を

し
て
く
れ
ま
す
し
、
本
音
も

出
や
す
い
か
ら
で
す
」
。

こ
う
し
た
「
直
に
触
れ
あ

う
」
サ
ー
ビ
ス
こ
そ
、
こ
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ホ
テ
ル
最
大

の
魅
力
と
言
え
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
台
北

の
観
光
業
界
は
大
き
な
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
ア
キ
ム
さ

ん
の
経
営
す
る
ホ
テ
ル
で
も
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
他
の
ホ
テ
ル
は
自

べ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
」
。

30
年
近
く
台
北
で
暮
ら
す

ア
キ
ム
さ
ん
の
生
活
は
、
街

の
人
々
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
仕
事
の

合
間
を
縫
っ
て
経
営
哲
学
を

広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
増
や
し

た
い
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

学
び
た
い
と
い
う
学
生
グ
ル

ー
プ
や
起
業
家
グ
ル
ー
プ
の

た
め
に
、
時
間
を
設
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
。

こ
の
よ
う
に
ア
キ
ム
さ
ん

の
台
北
で
の
生
活
は
、
あ
ら

ゆ
る
面
に
お
い
て
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
ル
ー
テ
ィ
ン

ア
キ
ム
さ
ん
は
ホ
テ
ル
マ

ン
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
は
人
と
の
交
流
に
あ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
週
末
も
会
合
に
参
加
し

た
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
主

催
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
交
流
に
よ
っ
て
他
の
業
界

の
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
が

ホ
テ
ル
経
営
に
も
活
き
る
そ

う
で
す
。
「
多
く
の
外
国
人

と
同
様
に
、
私
も
鼎
泰
豊
が

大
好
き
で
す
。
美
味
し
い
料

理
だ
け
で
な
く
、
ハ
イ
ク
オ

リ
テ
ィ
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
学

ホ
テ
ル
の
経
営
は
普

段
の
生
活
か
ら



旅のお役立ち情報
TRAVEL INFO

大人：現金、EasyCard いずれも 1 区間ごとに 15 元
学生：現金は 1 区間ごとに 15 元、EasyCard の場合は 1 区間ごとに 12 元 
( 学生証の提示が必要）
身長 115cm 未満あるいは満 6 歳の小人 ：身分証がある場合は無料

乗車運賃：

バス情報

バスの路線情報：

Taipei eBus
ebus.gov.taipei/ebus

YouBike は台北市の公共レンタサイクルで、Easy カードやクレジットカードでレンタルが可能です。利用料金は 1 時間ごとに発生し、レンタル時間の長さ
によって変動します。詳細は以下を参照してください。

YouBike のレンタル会員になりたい方は、こちらのページよりご登録ください：taipei.youbike.com.tw/home

YouBike 情報

30 分以內

5 元

30 分〜 4 時間以内

1 時間ごとに 10 元

4 時間〜 8 時間以内

1 時間ごとに 20 元

8 時間以上

1 時間ごとに 40 元

EasyCard iPass

電子マネーとして、チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通 機関やコンビニ
エンスストア、特約商店での小額決済ができます。シェアサイクルの YouBike にも使えます。
購入は MRT やコンビニなどの取扱店で。

電子マネー：

切符：

IC トークン ( 片道切符 )
NT$20-65 NT$150 

MRT 1 デイパス
NT$180 

24時間パス
NT$280 

48時間パス
NT$380 

72 時間パス

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

無限周遊カード
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日券 
NT$1,200/1,600/1,900 元 

交通周遊カード 
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日 /5 日 /  
猫空ロープウェー 1 日券 

NT$180/310/440/700/350 元

12 の素敵な観光地＋交通機関乗り放
題の「無限周遊カード」、交通機関
乗り放題の「観光スポット周遊カー
ド」、「交通周遊カード」の 3 種類。
有効期限内に台北市と新北市、基隆市
を思う存分遊ぶことができます。

北北基おもしろカード ：

観光スポット周遊カード
2 日 /3 日 /4 日券 

NT$650/850/1,050 元

北北基おもしろカード

旅のインフォメーション

交通部観光局 24 時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
24 時間対応、無料の外国人在台生活相談 : 0800-024-111
北市民ホットライン : 1999 ( 台北市外 02-2720-8889)
台北トラベルネット : www.travel.taipei/ja ( 中、英、日、韓、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語による市内観光情報 )

各交通機関や施設の営業時間については、利用前に HP などでご確認ください。






